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■避難所一覧

避難所名 対象地区
ふれあいプラザさかえ 安食台１・５・６丁目、松ヶ丘、三区

栄中学校 仲町、下町、和田、布鎌酒直、出津
栄特別支援学校

（旧栄東中学校）
龍角寺、竜角寺台１・２丁目

竜角寺台小学校 竜角寺台３・４・５・６丁目

安食台小学校 安食台２・３・４丁目

安食小学校 上町、仲町、鷲町、台下、田中、辺引、安食１・２・３丁目

旧酒直小学校 酒直、酒直台、南部、酒直白山

旧北辺田小学校 北辺田、興津、須賀、須賀新田

布鎌小学校 北、中谷、布太、西、三和、曽根、請方、南、押付、南ヶ丘

麻生集会所 麻生

矢口集会所 矢口

興津集会所 興津（土砂災害時のみ）

■福祉避難所一覧

避難所名 住　所
児童発達支援センター安食 安食 3678 番地の 6

介護老人保健施設 さかえケアセンター 安食 2421 番地

特別養護老人ホーム 栄白翠園 酒直 1335 番地

特定施設入居者生活介護 和楽久ぼっくい 安食ト杭新田 904 番地

株式会社　楽天堂　ぱれっと 安食 2888 番地

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
わ
て
ず
避
難
で
き
る
よ
う
、
避
難
場
所
、

避
難
ル
ー
ト
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
発
生
し
て
い
る
大
地
震
や
豪
雨
は
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ

せ
、
私
た
ち
に
多
く
の
貴
重
な
教
訓
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
大
地
震
や
豪
雨
が
起
き
て
も
対
処
で
き
る
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た
防
災
意
識
を
持
ち
、
対
策
を

考
え
減
災
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
消
防
防
災
課
防
災
班
　

95
‐
８
９
８
３

い
ざ
と
い
う
と
き
の避

難
場
所
を
確
認
し
て
お
こ
う

災害時に命を守る
一人ひとりの防災対策

※
福
祉
避
難
所
と
は
、
避
難
所
で
の
生
活
が
困
難
な
障
が
い
者
や

要
介
護
者
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
避
難
所
で
す
。

※
水
害
発
生
時
布
鎌
地
区
に
つ
い
て
は
、
栄
中
学
校
が
避
難
所
と

な
り
ま
す
。

気
象
情
報
と
避
難
情
報

を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
気
象
情

報
、
町
が
発
表
す
る
避
難
情
報

に
つ
い
て
事
前
に
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

気
象
情
報

○
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報　

　

災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
よ

う
な
猛
烈
な
雨
量
の
と
き

○
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が

さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
き

　

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
と
き
に
注
意
を
呼
び
か
け

る
予
報

注
意
報

　

重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
と
き
に
警
戒
を
呼

び
か
け
る
予
報

警
　
報

　

警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か

に
超
え
る
大
雨
な
ど
が
予
測
さ

れ
、
重
大
な
災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
い
ち
じ
る
し
く
高

ま
っ
て
い
る
最
大
級
の
警
戒

特
別
警
報

　

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
非
常

に
高
ま
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
と

き
、
住
民
に
避
難
を
強
く
促
す

た
め
の
情
報

避
難
指
示
（
緊
急
）

　

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
高

ま
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
と
き
、

一
般
の
住
民
に
も
避
難
を
勧
め

る
た
め
の
情
報

避
難
勧
告

　

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
と
き
、
避
難
行

動
要
支
援
者
や
避
難
に
時
間
を

要
す
る
人
に
早
め
の
避
難
を
勧

め
る
た
め
の
情
報
。

避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始

○
火
災
の
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

と
し
て
ガ
ス
の
元
栓
を
閉

め
ま
し
ょ
う
。

○
ケ
ガ
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
瓦
の
落
下
や
ガ
ラ
ス
破

片
の
飛
散
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

○
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
切
れ
て
垂
れ
下
が
っ
て

い
る
電
線
に
は
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報

地
震
で避

難
す
る
と
き
は･･･

そ
の
他
の
重
要
な
情
報
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気
象
情
報
や
災
害
・
消
防
情
報
な
ど
を
い
ち
早
く
お
知
ら
せ
す

る
さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
に
は
、利
用
者
登
録
（
無
料
）

が
必
要
で
す
。

登
録
方
法

①
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
左
記
の
登
録
用
ア
ド
レ
ス
に

　

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ド
メ
イ
ン
名
「@

s

　

g
-m

.jp

」
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
設
定
し
て

　

く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、
登
録
に
関
す
る
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
そ
の
メ
ー
ル
に
従
い
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
が
完
了
す
る
と
完
了
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
登
録
完
了
で
す
。

情
報
を
い
ち
早
く
知
る
た
め
に

さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

発
災
後
、
自
宅
で
継
続
的
に
生

活
で
き
る
状
況
で
あ
れ
ば
在
宅
避

難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

非
常
食
を
ま
と
め
買
い
し
て

も
、
消
費
期
限
が
過
ぎ
た
ら
、
再

び
ま
と
め
買
い
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
日
ご
ろ
か
ら
自

宅
で
利
用
し
て
い
る
も
の
を
少
し

多
め
に
備
え
、
消
費
し
た
分
を
補

在
宅
避
難
に
備
え
食
料
品
や
日
用
品
を

日
ご
ろ
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う

　

発
災
時
は
家
の
外
だ
け
が
危

険
で
は
な
く
、
家
の
中
で
も
大

型
の
家
具
な
ど
が
転
倒
し
下
敷

き
に
な
っ
た
り
、
窓
や
照
明
器

具
の
ガ
ラ
ス
が
飛
散
し
ケ
ガ
を

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

室
内
で
の
被
害
を
防
ぐ
た
め

家
具
な
ど
の
転
倒
・
落
下
を
防

止
す
る
対
策
や
、
ガ
ラ
ス
が
飛

散
し
な
い
対
策
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

自
宅
に
潜
む

危
険
な
箇
所
も
確
認
し
ま
し
ょ
う

t-sa
ka

e
@

sg
-m

.jp

登
録
用
ア
ド
レ
ス

　

大
災
害
が
発
生
す
る
と
電
話
に
大

量
の
通
話
が
殺
到
し
、
回
線
が
大
変

混
雑
し
、
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま

す
。

　

通
信
各
社
で
は
、
通
信
混
雑
の
影

響
を
避
け
な
が
ら
、
家
族
や
知
人
と

の
間
で
の
安
否
確
認
な
ど
が
行
え
る

「
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
日
と
15
日
に
体
験
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
通
信
各
社
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど

を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に

登
録
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
（
高
齢

者
・
障
害
者
な
ど
）
を
「
災
害
時
要

援
護
者
」
と
い
い
、
町
で
は
避
難
支

援
を
行
う
た
め
の
名
簿
「
災
害
時
援

護
者
名
簿
」
を
作
成
し
、
災
害
時
の

避
難
支
援
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
避
難
支
援
が
必
要
な
人

は
、
ぜ
ひ
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

○
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
３
級
の

　

認
定
を
受
け
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
内
部
障
害
者
は
１
級
ま

　

た
は
２
級
。

○
知
的
障
害
Ⓐ
の
１
、
Ⓐ
の
２
、
Ａ

　

の
１
、
Ａ
の
２
の
判
定
を
受
け
て

　

い
る
方

○
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
１
級

　

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

○
そ
の
他
、
災
害
時
に
避
難
支
援
が

　

必
要
な
方

充
し
て
い
く
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
」
が
お
勧
め
で
す
。

　

多
め
に
備
え
た
も
の
を
日
常
の

生
活
の
中
で
消
費
し
て
い
く
た

め
、
特
別
に
準
備
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
の
と
き
に
備
え
て
、
で

き
れ
ば
７
日
分
の
備
蓄
品
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。

QR コード

対策が必要です！
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～
７
割
助
成
で

人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
ま
す
～

契
約
医
療
機
関

○
北
総
栄
病
院

　


95
‐
６
８
１
１

○
成
田
赤
十
字
病
院

　


22
‐
２
３
１
１

○
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

　


85
‐
５
３
１
３

○
龍
ヶ
崎
済
生
会
病
院

　


０
２
９
７
‐
63
‐

　
　

７
１
７
８

○
平
和
台
病
院

　


04
‐
７
１
８
９
‐

　
　

１
１
１
９

○
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

　


０
４
３
‐
４
８
６
‐

　
　

０
０
０
６

　

悪
性
新
生
物(

が
ん)

は
、
わ
が
国
の
死
因
の
第
１
位
で
あ

り
、
同
時
に
栄
町
の
死
因
の
第
１
位
で
も
あ
り
ま
す
。
が
ん
に

よ
る
死
亡
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
約
70
％
以
上
は

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
原
因
の
５
割
を
占
め
、
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方
に
と
っ
て
も
大
変
な
病
気
で
す
。

　

今
年
度
人
間
ド
ッ
ク
を
未
受
診
の
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
自
分
で
自
分
の
身
体
を
守
る
こ
と
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

問
合
せ
　
健
康
介
護
課
疾
病
予
防
班
⑤
番
窓
口

　
　
　
　

33
‐
７
７
０
８

くらし

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

○
30
歳
以
上

○
６
か
月
以
上
継
続
し
て
、
被

保
険
者
に
な
っ
て
い
る

○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が

な
い

○
同
じ
年
度
内
に
町
の
特
定
健

康
診
査
を
受
診
し
て
い
な

い
、
ま
た
は
受
診
の
予
定
が

な
い

○
同
じ
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

○
６
か
月
以
上
継
続
し
て
栄
町

に
住
所
を
有
す
る

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

未
納
が
な
い

○
同
じ
年
度
内
に
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い

な
い
、
ま
た
は
受
診
の
予
定

が
な
い

○
同
じ
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い

①
血
液
検
査

②
胸
部
Ｘ
線
検
査

③
胃
部
Ｘ
線
検
査

④
腹
部
超
音
波
検
査

⑤
心
電
図
検
査

⑥
呼
吸
機
能
検
査

⑦
尿
検
査

⑧
便
検
査

⑨
内
科
診
察

⑩
眼
底
検
査

受
診
方
法

①
契
約
医
療
機
関
に
予
約
す

る
。

②
受
診
前
に
、
保
険
証
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
健
康
介
護
課
で

助
成
申
請
を
行
い
、「
承
認

書
」
の
交
付
を
受
け
る
。

③
「
承
認
書
」
な
ど
を
持
参
し
、

医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

④
助
成
額
を
差
し
引
い
た
料
金

を
医
療
機
関
に
支
払
う
。

助
成
率

○
人
間
ド
ッ
ク　
　
　
　

７
割

・
婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン　

７
割

・
脳
検
査
オ
プ
シ
ョ
ン　

５
割

○
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス　
　

５
割

・
婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン　

５
割

受
診
方
法

①
受
診
す
る
医
療
機
関
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
か
を
健
康
介
護

課
に
確
認
す
る
。

②
医
療
機
関
に
予
約
す
る
。

③
受
診
し
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
を
す
る
。

④
必
要
書
類
を
持
っ
て
健
康
介
護

課
で
申
請
す
る
。

⑤
町
が
助
成
金
の
振
込
支
払
。

必
要
書
類
（
全
て
必
要
で
す
）

○
保
険
証　

○
印
鑑　

○
領
収
書

○
検
査
結
果

○
特
定
健
康
診
査
質
問
票

※
医
療
機
関
に
提
出
し
ま
す
の

で
、
コ
ピ
ー
を
取
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

○
申
請
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
口

座
の
種
類
と
番
号
の
わ
か
る

も
の

注
意
事
項

○
そ
の
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
は

実
費
と
な
り
ま
す
。

○
郵
送
で
の
申
請
は
、
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

○
契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
診
す

る
と
き
は
、
申
請
し
て
も
助
成

対
象
と
な
ら
な
い
検
査
項
目

や
組
み
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
健
康
介
護
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
診
お
よ
び
申
請
は
、
平
成
30

年
度
中
に
限
り
ま
す
。

助
成
率

　

上
限
額
３
万
円
、
ま
た
は
次
の

助
成
率
に
よ
る
合
計
額
の
い
ず
れ

か
低
い
額

○
人
間
ド
ッ
ク　
　
　
　
　

７
割

・
婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン　
　

７
割

・
脳
検
査
オ
プ
シ
ョ
ン　
　

５
割

○
脳
ド
ッ
ク
コ
ー
ス　
　
　

５
割

※
特
定
健
康
診
査
基
本
項
目
を
含

む
こ
と
。

・
婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン　
　

５
割

助
成
対
象
者

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

契
約
医
療
機
関

以
外
の
場
合

人
間
ド
ッ
ク
の
主
な
検
査
項
目

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
の
方



広報さかえ5

特
定
健
康
診
査

（
個
別
健
診
）

対
象
者

　

集
団
健
診
と
同
じ

　

(

社
会
保
険
加
入
者
を
除
く)

持
ち
物　

集
団
健
診
と
同
じ

　

(

社
会
保
険
加
入
者
を
除
く)

特
定
健
康
診
査

（
集
団
健
診
）

料　

金

〇
栄
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

１
，
３
４
０
円

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

無　

料

※
４
月
２
日
以
降
、
栄
町
国
民

健
康
保
険
、
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ

た
方
や
受
診
票
を
紛
失
さ
れ

た
方
は
、
健
康
介
護
課
疾
病

予
防
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒

中
と
い
っ
た
重
大
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
急
激
に
高

ま
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
の
発
見
や
予
防
を
す
る
た
め
に
、

４
月
以
降
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
特
定
健
康
診
査
な
ど

の
健
康
診
断
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
健
康
介
護
課
疾
病
予
防
班
⑤
番
窓
口
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‐
７
７
０
８

くらし

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

社
会
保
険
加
入
者
の
方
は
、
別
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
健
組
合
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
１
日
㈯

　

９
時
10
分
～
11
時
30
分

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

対
象
者

〇
栄
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
40
歳
～
74
歳
）

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
（
75
歳
以
上
）

※
今
年
度
未
受
診
の
方

　
（
短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
未
受

診
者
を
含
む
）

持
ち
物

　

受
診
票
（
５
月
に
郵
送
済
）・

採
取
し
た
尿
容
器
・
保
険
証

　
「
要
再
検
査
」「
要
精
密

検
査
」
の
結
果
が
出
た
と

い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の

異
常
が
発
見
さ
れ
、
病
気

の
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ

で
す
。

　

特
定
健
診
を
受
診
し
、

異
常
有
り
と
判
定
が
出
た

と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早

い
う
ち
に
必
ず
再
検
査
を

受
け
て
、
病
気
の
早
期
発

見
と
健
康
維
持
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

要
再
検
査
・
要
精
密
検

査
の
放
置
は
厳
禁
！

料　

金

〇
栄
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

１
，
３
４
０
円

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

無　

料

医
療
機
関　

北
総
栄
病
院

健
診
期
間

　

平
成
31
年
３
月
30
日
㈯
ま
で

※
病
院
休
診
日
【
㈬
・
㈰
・
㈷
】

は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
受
付
時
間

　

10
時
～
12
時

　

13
時
～
17
時

申
込
み
・
問
合
せ

　

北
総
栄
病
院

　


95
‐
６
８
１
１

　

ま
た
は　


95
‐
７
７
７
８
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 ■性質別歳出の状況
区　分 決　算　額 構成比（%）

人件費 17 億 9,057 万 8 千円 23.8
物件費 9 億 2,690 万 2 千円 12.3
維持補修費 1,714 万 1 千円 0.2
扶助費 12 億 1,619 万 8 千円 16.1
補助費等 6 億 9,724 万円 9.3
普通建設事業費 8 億 7,961 万 4 千円 11.7
災害復旧事業費 674 万 9 千円 0.1
公債費 8 億 4,159 万 9 千円 11.2
積立金 5 億 2,949 万 4 千円 7.0
投資及び出資金、貸付金 2,166 万 9 千円 0.3
繰出金 6 億 376 万 1 千円 8.0

 ■目的別歳出の状況
区　分 決　算　額 構成比（%）

議会費 1 億 868 万 2 千円 1.5
総務費 13 億 5,667 万 9 千円 18.0
民生費 21 億 4,168 万 5 千円 28.5
衛生費 5 億 5,260 万 3 千円 7.3
農林水産業費 1 億 6,776 万円 2.2
商工費 5,345 万 1 千円 0.7
土木費 7 億 5,347 万 9 千円 10.0
消防費 4 億 5,960 万 8 千円 6.1
教育費 6 億 6,528 万 7 千円 8.8
公債費 8 億 4,159 万 9 千円 11.2
諸支出金 4 億 2,149 万 4 千円 5.6
災害復旧費 861 万 8 千円 0.1

歳出決算額 75 億 3,094 万円 5 千円

区　分 決　算　額 構成比（%）
町税 23 億 1,307 万 6 千円 29.9
( 内 訳 )　　　 町 民 税 (11 億 7,837 万 4 千円 ) (15.2)

固定資産税 (8 億 5,280 万 8 千円 ) (11.0)
軽自動車税 (5,074 万 7 千円 ) (0.7)
町たばこ税 (9,709 万 6 千円 ) (1.3)
都市計画税 (1 億 3,405 万 1 千円 ) (1.7)

地方譲与税 9,900 万 7 千円 1.3
利子割交付金 393 万円 0.1
配当割交付金 1,503 万 3 千円 0.2
株式等譲渡所得割交付金 1,743 万 1 千円 0.2
地方消費税交付金 3 億 2,489 万 5 千円 4.2
ゴルフ場利用税交付金 1,290 万 4 千円 0.2
自動車所得税交付金 3,942 万 5 千円 0.5
地方特例交付金 974 万 2 千円 0.1
地方交付税 １7 億 1,016 万 2 千円 22.1
交通安全対策特別交付金 274 万円 0.0
分担金及び負担金 1 億 4,132 万 9 千円 1.8
使用料及び手数料 6,935 万 3 万円 0.9
国庫支出金 9 億 7,480 万 8 千円 12.6
県支出金 5 億 137 万 3 千円 6.5
財産収入 1 億 816 万 7 千円 1.4
寄附金 7,533 万 4 千円 1.0
繰入金 3 億 4,830 万 5 千円 4.5
繰越金 1 億 8,447 万 6 千円 2.4
諸収入 8,489 万 5 千円 1.1
町債 ６億 9,160 万 8 千円 9.0

歳入決算額 77 億 2,799 万 3 千円 一
般
会
計
ほ
か
、

５
会
計
の
全
て
が
黒
字

平
成
29
年
度
決
算
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
は
、
歳
入
が
77
億
２
，

７
９
９
万
３
千
円
、
歳
出
が
75
億
３
，
０
９
４
万
５
千
円
で
、
差

し
引
き
は
１
億
９
，
７
０
４
万
８
千
円
で
し
た
。

　

こ
の
中
に
は
、
平
成
30
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
と
し
て

３
，
５
３
７
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平
成
29
年
度
の
一

般
会
計
の
実
質
収
支
は
、
１
億
６
，
１
６
７
万
８
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

財
政
課
財
政
班 
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 ■歳入の状況

印西市
大森3546-9

2017 広報さかえ 55×180ｍｍ 1C

安心の 葬祭
JA葬儀式場の
虹のホール印西をはじめ
公営斎場や
自宅・寺院でのご葬儀も
真心こめて
お手伝いいたします

虹のホール印西

年中無休

２４時間
受付対応

会員募集中

●虹のホール印西 使用料無料

割引特典

●供花・供物の割引

●仏壇・仏具の割引

●新盆棚の割引
その他

ＪＡ虹の友

もしもの時や、事前相談等

いつでもご連絡ください ☎0476-48-2208西印旛
組合員・准組合員の皆様へ

組合員・準組合員
     の皆さまへ



広報さかえ7

○農業委員会運営事業
○農地の利用集積事業
○生産基盤整備事業

○議会運営事業
○議員活動支援事業

○国際化に対応した人間教育事業
○学習環境整備事業
○ふれあいプラザさかえ
　施設改修事業
○生涯スポーツ環境整備事業
○給食運営事業

○予防接種事業
○母子健康管理支援事業
○廃棄物の広域処理事業
○し尿の広域処理事業

区　分 歳　　　入 歳　　　出 歳入歳出差引残高 実質収支
平成 29 年度 77 億 2,799 万 3 千円 75 億 3,094 万 5 千円 1 億 9,704 万 8 千円 1 億 6,167 万 8 千円
平成 28 年度 81 億 6,662 万円 79 億 8,214 万 5 千円 1 億 8,447 万 5 千円 1 億 6,278 万 8 千円

前年度比 △ 4 億 3,862 万 7 千円 △ 4 億 5,120 万円 1,257 万 3 千円 △ 111 万円

一般会計の決算状況

　一般会計のほかに 5 つの特別会計があり、それぞれの決算の状況をお知らせします。
会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 歳入歳出差引残高

国民健康保険特別会計 32 億 4,642 万 1 千円 31 億 5 万 1 千円 1 億 4,637 万円
後期高齢者医療特別会計 2 億 1,822 万 8 千円 2 億 1,714 万円 108 万 8 千円
介護保険特別会計 16 億 4,831 万円 15 億 4,281 万 3 千円 1 億 549 万 7 千円
公共下水道事業特別会計 6 億 5,291 万 6 千円 6 億 3,947 万 2 千円 1,344 万 4 千円
矢口工業団地拡張事業特別会計 7,817 万 5 千円 7,404 万円 413 万 5 千円

※特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために一般会計と区別して収支経理を行うもので、条例によって設け
　ることができる会計制度です。

特別会計決算の状況

このような事業に使われました

○地域福祉推進事業
○障がい者の生活支援事業
○赤ちゃん子育て支援事業
○保育サービス事業
○子ども医療費等助成事業
○児童クラブ運営事業

○ふるさと納税事業
○定住・移住促進事業
○地方創生関連事業

○町債借入・管理事業

○地籍調査事業
○町道維持管理事業
○公園等維持管理事業

民生費

総務費

公債費

土木費

民生費
102,434 円

総務費
64,888 円

公債費
40,253 円

土木費
36,038 円

消防費
21,982 円

諸支出金
20,159 円

教育費
31,820 円

衛生費
26,430 円

農林水産業費
8,024 円

商工費 2,556 円議会費 5,198 円

○通信指令事業
○救急・救助活動事業
○消防団運営事業
○災害軽減対策事業

消防費

災害復旧事業費 412 円

町民一人当たりに使われたお金　　　360,194 円
75 億 3,094 万 5 千円（一般会計決算額）

÷ 20,908 人（平成 30 年４月１日現在人口）

○商店経営健全化
　支援事業
○ドラムの里事業

○災害復旧事業

商工費

災害復旧事業費

○健全財政の推進事業

諸支出金

教育費

農林水産業費

議会費

衛生費

町民一人当たりの
決算額

360,194 円
主な事業と内訳
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区　分 29 年度 28 年度 経営健全化基準
公共下水道事業特別会計 － ※ － ※ 20.0%

※黒字により、資金不足比率は算定されないため、「－」
　表示となっています。

○実質赤字比率　　…一般会計および矢口工業団地拡張事業特別会計の赤字の程度を指標化し、
　　　　　　　　　　一般会計等の財政運営の状況を示します。
○連結実質赤字比率…一般会計等のほか、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事
　　　　　　　　　　業の特別会計や公営事業会計（公共下水道事業）を含む町の全会計の赤字
　　　　　　　　　　の程度を指標化し、町全体の財政運営の状況を示します。
○実質公債費比率　…地方債の返済額及びこれに準ずる額の程度を指標化し、資金繰りの危険度
　　　　　　　　　　を示します。
○将来負担比率　　…地方債の借入金残高や、将来負担する可能性のある負債の程度を指標化
　　　　　　　　　　し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。
○資金不足比率　　…公営企業の資金不足を料金収入などと比較して指標化し、経営状況を示し
　　　　　　　　　　ます。

健全化判断比率 資金不足比率
区　分 29 年度 28 年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － ※ － ※ 15.0% 20.0%
連結実質赤字比率 － ※ － ※ 20.0% 30.0%
実質公債費比率 8.6% 9.1% 25.0% 35.0%
将来負担比率 38.6% 40.0% 350.0%

※黒字により赤字比率が算定されないため、「－」表示と
　なります。

　将来、償還すべき地方債現在高の標準財
政規模（町税や交付金など標準的な状態で
見込まれる収入の規模を示すもの）に対す
る割合です。
　本町は前年度に比べ 2.0％好転しました
が、県内市町村と比べると高い状況にあり
ます。

　財政構造の弾力性を表す指標で、町税や
交付金など毎年経常的に入ってくる財源
が、人件費、公債費や維持費など毎年経常
的に支出される項目にどれだけ充てられて
いるかをみるものです。
　本町は前年度より 0.1％好転しました
が、依然として財政状況が硬直しているこ
とを示しています。

経常収支比率 地方債現在高比率
区　分 29 年度 28 年度 前年度比

栄町 94.6% 94.7% △ 0.1%
県内市町村平均 91.0% 90.9% 0.1%

区　分 29 年度 28 年度 前年度比
栄町 172.3% 174.3% △ 2.0%
県内市町村平均 145.3% 147.4% △ 2.1%

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、自治体の財政状況のチェックおよび
財政状況の悪化に対する早急な対処のための仕組みを設けることで、自治体の財政破綻を
未然に防ぐことを目的に制定されました。

平成 29 年度決算の数値を基に算定した、健全化判断比率と公営企業（公共下水道事
業特別会計）の「資金不足比率」は、全ての比率が健全段階であるということになりまし
たが、依然として厳しい財政状況に変わりはありません。
　今後も引き続き、健全な財政運営に努めていきます。

問合せ　財政課財政班　 33 ‐ 7702

財政健全化判断比率などの公表

成田市飯田町177-25 0120-37-9519

＊器具の交換修理やリフォーム、お困り事を解決致します。
＊ご家族や環境に合った、快適・安心・エコな住まいをご提案します！
＊住宅のご相談やご不満、お気軽にお問い合わせ下さい。

有限会社　桜井管商店
栄町北434　　　   救護にいくいく

TEL:0476-95-1919
http://951919.jp

ＴＯＴＯ水彩工房　成田日赤前店

地域密着リフォーム工事店　困ったを解決
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執行率は９月 30 日現在 34.3％
　皆さんが納めた税金、国や県からの支出金、地方交付税、町債など町に入ってくるお金（歳
入）がどのように使われたか ( 歳出 ) を知っていただくため、町の財政事情を年 2 回公表して
います。
今回は平成 30 年度予算の上半期（9 月 30 日現在）の予算の執行状況について、項目別にお
知らせします。なお、執行状況については平成 29 年度からの繰越分も含まれています。

問合せ　財政課財政班　 33 ‐ 7702

歳　入 予算現額 収入済額 収納率（%）
町税 2,286,597 1,259,832 55.1
地方譲与税 104,500 26,542 25.4
利子割交付金 3,300 1,579 47.8
配当割交付金 12,000 3,443 28.7
株式等譲渡所得割交付金 20,500 0 0.0
地方消費税交付金 350,000 200,195 57.2
ゴルフ場利用税交付金 12,500 4,943 39.5
自動車取得税交付金 37,000 11,022 29.8
地方特例交付金 10,000 10,887 108.9
地方交付税 1,527,637 1,140,417 74.7
交通安全対策特別交付金 2,700 1,336 49.5
分担金及び負担金 147,426 57,011 38.7
使用料及び手数料 73,367 23,317 31.8
国庫支出金 766,563 166,757 21.8
県支出金 510,343 51,054 10.0
財産収入 55,602 10,870 19.5
寄附金 69,680 42,523 61.0
繰入金 340,769 0 0.0
繰越金 197,049 197,048 100.0
諸収入 115,895 19,540 16.9
町債 639,100 1,800 0.3

合　計 7,282,528 3,230,116 44.4

歳　出 予算現額 支出済額 執行率（%）
議会費 108,827 57,242 52.6
総務費 1,341,843 487,548 36.3
民生費 2,152,103 712,242 33.1
衛生費 568,087 215,685 38.0
農林水産業費 157,515 56,970 36.2
商工費 59,193 32,545 55.0
土木費 692,009 242,416 35.0
消防費 487,799 200,769 41.2
教育費 783,190 253,053 32.3
公債費 819,744 240,571 29.3
諸支出金 101,218 0 0.0
予備費 10,000 0 0.0
災害復旧費 1,000 38 3.8

合　計 7,282,528 2,499,079 34.3

会　計　名 予算現額 収入済額 収納率（%） 支出済額 執行率（%）
国民健康保険特別会計 2,749,581 1,198,206 43.6 1,011,595 36.8
後期高齢者医療特別会計 224,124 77,315 34.5 40,651 18.1
介護保険特別会計 1,527,441 684,222 44.8 598,512 39.2
公共下水道事業特別会計 690,272 252,825 36.6 194,259 28.1
矢口工業団地拡張事業特別会計 922,343 198,223 21.5 189,607 20.6

基金現在高（９月 30 日現在） 町債の現在高（９月 30 日現在）

特別会計（９月 30 日現在）

一般会計（９月 30 日現在） （単位：千円）

（単位：千円）

区　分 ９月末現在高
総務債 388,789
民生債 4,218
衛生債 202,387
農林水産業債 15,967
土木債 860,086
消防債 620,206
教育債 997,828
災害復旧債 48,684
減税補てん債 104,571
臨時財政対策債 4,170,666

合　計 7,413,402

（単位：千円）（単位：千円）

区　分 ９月末現在高
財政調整基金 709,076
減債基金 192
その他 10 基金 933,679

社会福祉基金 2,645
鉄道施設整備基金 76,237
東日本大震災復興基金 11,884
国営印旛沼Ⅱ期土地改良事業
負担金支払準備基金 138,393

元気事業支援日本食研基金 4,391
ふるさと応援基金 31,317
社会資本整備等基金 130,649
職員退職手当負担金支払準備
基金 484,434

土地開発基金 43,729
ふれあいプラザ事業基金 10,000

合　計 1,642,947

財政事情の公表・平成 30 年度予算の執行状況
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貸 借 対 照 表
　貸借対照表は、どのような資産をもっているのか（資産保有状況）とその資産をどのような財
源でまかなわれているのか（財源調達状況）を表しています。

（単位：百万円）

　賃借対照表の純資産の部に計上され
ている各項目が、１年間でどのように
変動したかを表しています。

純 資 産 変 動 計 算 書

財務書類の公表
　公会計制度は現金支出を伴わない減価償却費等の把握により予算・決算制度を補完し、資産・
負債のストックや行政コストの把握、公共施設マネジメントへの活用を目的としています。
　本町では平成 23 年度決算から総務省改定モデルをもとに財務書類を作成してきましたが、平
成 28 年度決算（平成 29 年 3 月 31 日現在）からは、総務省が示した全国共通の「統一的な基準」
の方式に改めて作成したものです。　　　　　　　　　問合せ　財政課財政班　 33 ‐ 7702

【資産の部】 金　額
固定資産 23,838

有形固定資産 21,514
事業用資産 17,284

土地 8,264
建物 7,888
工作物 1,132

インフラ資産 4,116
土地 1,327
工作物 2,786
その他 3

物品 114
無形固定資産 1
投資その他の資産 2,323

投資及び出資金 1,430
基金 730
その他 163

流動資産 1,035
現金預金 275
基金 687
その他 73

資産合計 24,873

【負債の部】 金　額
固定資産 8,746

地方債 7,110
退職手当引当金 1,636

流動負債 968
地方債 763
賞与等引当金 139
預り金 66

負債合計 9,714
【純資産の部】 金　額
固定資産等形成分 24,526
余剰分（不足分） △ 9,367

純資産合計 15,159
負債及び純資産合計 24,873

科目名
合　計

固定資産等形成分 余剰分（不足分）
前年度末純資産残高 13,390 22,364 △ 8,974
純行政コスト（△） △ 6,639 △ 6,639
財源
　税収等
　国県等補助金

6,706 6,706
5,200 5,200
1,506 1,506

本年度差額 67 67
固定資産等の変動（内部変動） 484 △ 484

有形固定資産等の増加 797 △ 797
有形固定資産等の減少 △ 531 531
貸付金・基金等の増加 779 △ 779
貸付金・基金等の減少 △ 561 561

その他 1,702 1,678 24
本年度純資産変動額 1769 2,162 △ 393
本年度末純資産残高 15,159 24,526 △ 9,367

（単位：百万円）

（単位：百万円）

　当町では平成 28 年度末までに約 249 億円
もの資産を有しており、庁舎や学校などの事業
資産が約 173 億円、道路や公園などのインフ
ラ資産が約 41 億円となっています。
　負債は約 97 億円となっており、多くを地方
債が占めています。純資産は約 152 億円で、
現在までの世代が負担したものです。
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　行政コスト計算書は、資産形成に結びつかない
経常的な行政活動に係る費用（経常的な費用）と、
その行政活動と直接の対価性のある使用料・手数
料などの収益（経常的な収益）を表しています。

（単位：百万円）

　行政活動に伴う現金などの資金の流れを性質
の異なる３つの活動に分けて表しています。

（単位：百万円）

行 政 コ ス ト 計 算 書資 金 収 支 計 算 書

科目名 金　額
経常費用 6,807

業務費用 4,402
人件費 2,118

職員給与額 1,711
賞与等引当金繰入額 139
退職手当引当金繰入額 191
その他 77

物件費等 2,169
物件費 1,260
維持補修費 353
減価償却費 556

その他の業務費用 115
支払利息 76
その他 39

移転費用 2,405
補助金等 970
社会保障給付 683
他会計への繰出金 659
その他 93

経常収益 356
使用料及び手数料 69
その他 287

純経常行政コスト 6,451
臨時損失 189
臨時利益 1

純行政コスト 6,639

【業務活動収支】 金　額
業務支出 6,061

業務費用支出 3,656
人件費支出 1,926
物件費等支出 1,613
支払利息支出 77
その他の支出 40

移転費用支出 2,405
補助金等支出 970
社会保障給付支出 683
他会計への繰出金 659
その他の支出 93

業務収入 7,071
税収等収入 5,220
国県等補助金収入 1,507
使用料及び手数料収入 69
その他の収入 275

業務活動収支 1,010
【投資活動収支】 金　額
投資活動支出 1,567

公共施設等整備費支出 797
その他 770

教育

小
中
学
校
授
業
公
開

　

以
下
の
日
程
で
各
学
校
で
授
業
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
機
会
で
す
。

　

な
お
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
参
加

で
き
ま
す
。

○
竜
角
寺
台
小
学
校

　

１
～
６
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　
　

11
月
10
日
㈯　

９
時
15
分
～
11
時
45
分

○
栄
中
学
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１
～
３
年
生
の
道
徳

　
　

11
月
13
日
㈫　

11
時
40
分
～
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時
30
分

　

１
～
３
年
生
の
道
徳
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時
30
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～
14
時
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分
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食
小
学
校

　

５
・
６
年
生
の
国
語
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３
・
４
年
生
の
算
数
、

　

２
年
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の
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活
、
１
年
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の
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徳

　
　

11
月
15
日
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11
時
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分
～
12
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５
分
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６
年
生
の
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合
的
な
学
習
の
時
間

　
　

13
時
50
分
～
14
時
35
分

○
布
鎌
小
学
校

　

１
年
生
の
国
語
、
２
年
生
の
算
数
、
３
年
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の
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、
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６
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の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　

11
月
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日
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13
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45
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～
14
時
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○
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台
小
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校

　

１
・
２
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の
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活
科
、
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６
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の
総
合
的
な
学
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の
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11
月
22
日
㈭　

10
時
30
分
～
12
時
５
分

問
合
せ　

学
校
教
育
課　
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投資活動収入 363
基金取崩収入 354
その他 9

投資活動収支 △ 1,204
【財務活動収支】 金　額
財務活動支出 763
財務活動収入 927

財務活動収支 164
本年度資金収支額 △ 30
前年度末資金残高 239
本年度末資金残高 209

前年度末歳計外現金残高 65
本年度歳計外現金増減額 1
本年度末歳計外現金残高 66
本年度末現金預金残高 275

※資金収支計算書上の本年度末現金預金残高は、
　貸借対照表上の現金預金と合致します。
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JR
千
葉
支
社
の
見
解

○
千
葉
市
よ
り
東
側
の
市
町
村

は
、
駅
利
用
者
が
減
少
し
て

い
る
。

○
JR
で
も
職
員
が
減
少
し
て
い

る
。

○
こ
の
た
め
営
業
体
制
の
見
直

し
な
ど
会
社
の
ス
リ
ム
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

○
そ
こ
で
安
食
駅
に
つ
い
て

も
、
窓
口
営
業
時
間
の
短
縮

に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

○
JR
と
し
て
要
望
は
真
摯
に
受

け
止
め
る
が
、
利
用
者
の
増

加
が
見
込
め
な
い
中
で
は

撤
回
は
難
し
い
状
況
を
理

解
願
い
た
い
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課

　
　
　
　


33
‐
７
７
７
３

　

町
で
は
、
経
済
的
理
由
で
結

婚
に
踏
み
出
せ
な
い
方
の
住
宅

費
や
引
越
費
の
一
部
を
助
成

し
、
新
婚
生
活
を
応
援
し
ま

す
。

補
助
額

　

住
宅
費
と
引
越
費
を
合
わ
せ

て
、
最
大
30
万
円

対
象
者

○
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に

婚
姻
届
を
提
出
し
た
世
帯

○
平
成
28
年
１
月
１
日
～
12
月

31
日
の
１
年
間
の
夫
婦
の

合
計
所
得
額
が
３
４
０
万

円
未
満
の
世
帯

○
夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け

る
年
齢
が
34
歳
以
下

○
栄
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
世
帯

○
町
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

補
助
対
象
経
費

※
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に

現
に
支
払
っ
た
金
額
。

　
（
上
限
30
万
円
）

○
住
宅
費

　
　

戸
建
て
住
宅
の
購
入
費
、

　

ま
た
は
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

　

賃
貸
料

○
引
越
費

　

引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業
者

に
支
払
っ
た
引
越
費
用
の
実
費

※
申
請
期
限
は
、
婚
姻
届
を
提

出
後
、
３
か
月
以
内
で
す
。

※
申
請
を
す
る
方
は
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課　

 
　
　
　

児
童
福
祉
班
⑥
番
窓
口
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子育て

新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す

　

栄
町
で
は
、
体
験
学
習
を
通

じ
、
子
ど
も
達
か
ら
「
住
み
よ

い
栄
町
」
づ
く
り
に
向
け
た
、

い
ろ
い
ろ
な
意
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え
を
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き
、
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政
に
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映
さ
せ
る
た
め

に
、
毎
年
、
子
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模
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議
会

を
実
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し
て
い
ま
す
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が
で
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時　
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場
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生
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中
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名
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合
計
18
名
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せ　

学
校
教
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課
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安
食
駅
の
窓
口
営
業
時
間
が

今
年
の
２
月
１
日
か
ら
短
縮
と

な
り
、
利
用
者
に
ご
不
便
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
で
は
JR
東
日
本
に
対
し
、
再

三
に
わ
た
り
窓
口
営
業
時
間
の

撤
回
を
求
め
る
要
望
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
何
の
対
応
も
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
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そ
こ
で
、
安
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駅
利
用
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町
民
の
切
実
な
思
い
を
訴

え
る
た
め
、
町
議
会
お
よ
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地

区
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絡
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、
署
名
活
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行
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９
，
０
４
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名
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の
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ま
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そ
し
て
、
10
月
９
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㈪
に
岡
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長
、
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会
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長
、
岡

部
地
区
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絡
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め
、
総
勢
15
名
で
JR
千
葉
支
社

長
に
対
し
、
署
名
を
持
っ
て
安

食
駅
窓
口
営
業
時
間
を
撤
回
す

る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

JR
千
葉
支
社
長
に
安
食
駅
窓
口
営
業
時
間
短
縮

を
撤
回
す
る
要
望
を
行
い
ま
し
た▲地区連絡協議会岡部会長から

　署名簿を提出しました。

▲大野議長から JR 千葉支社
　西田支社長へ署名簿を提出
　しました。
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保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
２
号
、
３
号
認
定
）
は
、
保
護
者
が
就
労
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
を
す
る
施
設
で
す
。

　

保
護
者
の
状
況
に
よ
り
保
育
の
必
要
性
を
指
数
化
し
て
、
優
先
度
の
高
い
順
か
ら
入
園
の
可
否
を

選
考
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
現
在
入
園
し
て
い
て
、
来
年
度
も
継
続
し
て
通
園
さ
れ
る
方
は
２
月
上
旬
に
「
入
所
継
続
確
認
審

査
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

子育て

平
成
31
年
度
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
新
規
入
園
の
申
込
み
開
始

　

平
成
31
年
度
に
小
学
校
入
学

予
定
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
な
場
合
、
保
護
者
に
入

学
準
備
金
の
支
給
を
入
学
前
に

行
い
ま
す
。

（
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
町
外

に
転
出
さ
れ
る
方
や
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
世
帯
は
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

　

中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子

さ
ん
が
い
る
世
帯
は
、
準
要
保

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
支

給
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
対
象
者

○
平
成
31
年
２
月
１
日
現
在
、

栄
町
に
居
住
し
て
い
る
方

で
、
栄
町
の
小
学
校
に
就
学

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方

○
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す

る
方

申
請
に
必
要
な
書
類

○
申
請
書
（
学
校
教
育
課
で
配

布
）

○
平
成
30
年
度
課
税
証
明
書

○
児
童
扶
養
手
当
証
書
等
の
支

給
額
を
証
明
す
る
書
類

申
請
期
間

　

11
月
30
日
㈮
ま
で

問
合
せ

　

学
校
教
育
課
学
務
指
導
班

　


33
‐
７
７
１
７

くらし

入
学
準
備
金
の
入
学

前
支
給
の
ご
案
内

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
そ

の
配
偶
者
な
ど
は
、
千
葉
県
が

委
託
し
た
医
療
機
関
で
風
し
ん

抗
体
検
査
を
無
料
で
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
～
④
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ

の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
な
い
が
、
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
方
を
含
む
）
又
は
、

風
し
ん
の
抗
体
価
の
低
い

妊
婦
の
配
偶
者

②
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い

③
過
去
に
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
な
い

④
過
去
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い

検
査
実
施
期
間

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

※
検
査
の
結
果
に
よ
り
、
予
防

接
種
を
実
施
す
る
費
用
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課　

　
　
　
　

子
育
て
包
括
支
援
室

　
　
　
　

37
‐
７
１
８
５

～
妊
娠
を
希
望
す
る
方
な
ど
が

対
象
に
な
り
ま
す
～

子育て

風
し
ん
抗
体
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

認定区分 対　象 利用先

１号認定
（３～５歳）

満３歳以上の就学前児童で認定こど
も園での教育を希望する場合
※保護者が就労していない場合も利
　用可能です。

認定こども園

２号認定
（３～５歳）

満３歳以上の就学前児童で「保育を
必要とする事由」に該当し、保育園
などでの保育を希望する場合

保育園
認定こども園

３号認定
（０～２歳）

満３歳未満の就学前児童で「保育を
必要とする事由」に該当し、保育園
などでの保育を希望する場合

保育園
認定こども園
小規模保育事業所

入園希望先 保育園 ･ 小規模保育事業所 認定こども園

申請期限など
町内保育園など
平成 31 年１月 11 日㈮まで
※町外保育園 11 月 26 日㈪まで

１号、２号認定
を 希 望 の 方 は、
11 月 16 日 ㈮ ま
で

３号認定を希望を
希 望 の 方 は、12
月３日㈪～ 14 日
㈮まで

申請場所
福祉・子ども課
児童福祉班⑥番窓口
※郵送不可

認定こども園
ながと幼稚園

※郵送不可

福祉・子ども課
※郵送不可

申請書の配布
場所

○福祉・子ども課
○子育て包括支援センター

（ふれあいプラザさかえ内）
○子育て情報・交流館アップ R

（キッズランド内）
○安食保育園
○みなみ栄保育園
○うさぎとかめ
　（小規模保育事業所）
○子育て支援センターさくらんぼ

認定こども園ながと幼稚園

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課

　
　
　
　

児
童
福
祉
班
⑥
番
窓
口

　
　
　
　


33
‐
７
７
０
７
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Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
地
震
や
津

波
な
ど
の
緊
急
時
、
す
ぐ
に
対

処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態

が
発
生
し
た
際
、
国
が
市
町
村

の
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し

て
、
住
民
に
直
接
知
ら
せ
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

国
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
正
常

に
動
作
し
て
い
る
こ
と
の
確
認

と
し
て
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま

くらし

J
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

な
お
、
関
係
資
料
は
建
設
課
で

閲
覧
し
て
い
た
だ
く
か
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

11
月
19
日
㈪
～
12
月
３
日
㈪

提
出
方
法

　

窓
口
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
電
話
に
よ
る
口
頭
で
の
ご
意

見
は
、お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

提
出
先　

役
場
４
階
建
設
課

問
合
せ　

建
設
課
工
務
班

　
　
　
　

33
‐
７
７
１
１

　
　
　
　

95
‐
４
２
７
２

　

ken
setsu

@
to

w
n
.sakae.

　

ch
ib

a.jp

　

町
で
は
、
国
の
「
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
」
制
度
を
活

用
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
都
市
再
生
整
備
計

画
を
策
定
し
、
平
成
25
年
度
か

ら
29
年
度
ま
で
安
食
駅
南
北
自

由
通
路
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
や
道
路
改
良
な
ど
の
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

都
市
再
生
整
備
計
画
で
は
、

事
業
終
了
後
に
事
後
評
価
を
実

施
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を

確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
度
事
後
評
価
の
原

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

町政

「
都
市
再
生
整
備
計
画
栄
町
安
食
地
区
」

事
後
評
価
原
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

早
朝
や
夜
間
、
休
日
で
も
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

す
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
「
住
民
票

の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
」

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
で
き
る
店
舗

全
国
の
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

　
　
　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
　
　

・
ロ
ー
ソ
ン

　
　
　

・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
な
ど

※
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ

れ
て
い
る
店
舗
に
限
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
時
間

　

６
時
30
分
か
ら
23
時
ま
で

※
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除

き
、
各
店
舗
営
業
時
間
内
の

み
。 マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す

行政

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
方
法

　

簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
た

「
通
知
カ
ー
ド
」
に
添
付
さ
れ

て
い
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
申
請
書
兼
電
子
証
明
書
発
行

申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
写
真
を
添
付
し
て
、
同

封
の
送
付
用
封
筒
で
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
宛
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

封
筒
は
送
付
期
限
に
か
か
わ

ら
ず
使
用
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
や
送
付
用
封
筒
を
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
住
民
課
で

再
発
行
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
、
街
中
の
証
明
用
写
真
機
か

ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
問
合
せ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

　

ダ
イ
ヤ
ル

　


０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７
８

受
付
時
間

　

平
日　

９
時
30
分
～
20
時

　

土
曜
、
日
曜
、
祝
日

　
　
　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除

く
問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
住
民
班

　
　
　
　

①
番
窓
口

　
　
　
　

33
‐
７
７
０
４

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申

請
し
て
か
ら
受
け
取
る
ま
で
約

１
ヶ
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ

れ
ば
、
免
許
証
な
ど
と
同
様

に
、
身
分
証
明
書
と
し
て
も
使

え
ま
す
。

す
。
訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政

無
線
か
ら
実
際
に
放
送
が
流
れ

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日　

11
月
21
日
㈬

　
　
　
　

11
時
頃

対
象
区
域　

栄
町
全
域

放
送
内
容　

チ
ャ
イ
ム
音
の
あ

　

と
に
、「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ

　

ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。」
を

　

３
回
繰
り
返
し
て
放
送
さ
れ

　

ま
す
。

問
合
せ　

消
防
防
災
課
防
災
班

　

　
　
　

95
‐
８
９
８
３

・
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わたしのまちのお店紹介④
　栄町商工会に加盟するお店を紹介するコーナーです。
商工会は、地域の事業者が業種に関わりなく会員となっ
て、お互いの事業の発展や地域の発展のために総合的な
活動を行う団体です。

　栄町役場を出て右手へ進み、徒歩１分のところに創業４年目を迎えた栄町のボディケア・リラ
クゼーションサロンのお店「Skit!」があります。
　陸上・水泳やトライアスロンなどでご活躍されていた元トップアスリートのご夫婦が経営して
いて、身体のことは知り尽くしています。お客様一人ひとりに合った施術と痛みに対する適確な
アプローチが自慢です。
　価格もリーズナブルでプライベートな空間も提供してい
ただけるということで、リピート率も非常に高いとのこと
です。本物の整体をぜひ一度体験してみてください。
問合せ　Skit!（すきっと）　 95 ‐ 8090
　　　　住所：安食台 2-25-10　営業：10 時～ 21 時
　　　　定休日：毎週日曜、祝日、第１・２・３土曜日
　　　　駐車場あり

くらし

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の

出
張
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

11
月
よ
り
週
１
回
、
栄
町
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
室
に
お
い

て
、「
さ
か
え
・
し
す
い
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
の
出
張
相
談
を
開
始
し
ま

す
。

開
始
日　

11
月
２
日
㈮
～

　

毎
週
金
曜
日

　

９
時
～
16
時

※
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く

※
祝
日
の
場
合
は
休
み

会　

場

　

栄
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
(

栄
町
役
場
２
階)

問
合
せ

　
　

さ
か
え
・
し
す
い
ワ
ー
ク

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　


０
４
３
‐
４
８
４
‐

　
　

８
２
２
２

～
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

　
「
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
、

仕
事
が
決
ま
ら
な
い
、
住
む
場

所
が
な
い
、
ひ
き
こ
も
り
」
な

ど
、
生
活
に
お
困
り
の
方
の
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
千
葉
県
よ

り
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
所
で

す
。

【
相
談
の
例
】

○
仕
事
を
探
し
て
い
る
の
に
、

な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。

○
借
金
が
返
せ
な
く
て
困
っ
て

い
ま
す
。

○
子
ど
も
が
何
年
間
も
ひ
き
こ

も
っ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば

働
い
て
欲
し
い
の
で
す
が
。

○
仕
事
を
辞
め
、
家
賃
が
払
え

ま
せ
ん
。

　

支
援
員
が
相
談
を
受
け
て
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を

あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

さ
か
え
・
し
す
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
動

物
に
よ
る
事
故
や
迷
惑
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
人
に
危
害
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
犬
の
飼
い
主
は
、
登
録
と
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種

が
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の

特
定
動
物
を
飼
う
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
保
健
所
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。

○
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
期

ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、

定
期
的
に
「
犬
の
飼
い
方
・
し

つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
愛
護
や
し
つ
け

方
、
動
物
由
来
感
染
症
な
ど
に

つ
い
て
、
学
校
、
地
域
の
勉
強

会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

問
合
せ

　

環
境
課
保
全
・
資
源
班

　


33
‐
７
７
１
０

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　


93
‐
５
７
１
１

くらし

動
物
に
よ
る
危
害
防

止
対
策
強
化
月
間

・

・
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11
月
３
日　

文
化
の
日
は
、

ド
ラ
ム
の
里
・
房
総
の
む
ら
で
楽
し
も
う
！

　

ド
ラ
ム
の
里
が
開
業
し
た
記

念
日
に
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込

め
て
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

日　

時　

11
月
３
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

会　

場　

ド
ラ
ム
の
里
広
場

内　

容

○
つ
き
た
て
お
餅
の
無
料
配
布

※
12
時
20
分
か
ら
配
布
を
開
始

　

し
ま
す
。
先
着
１
０
０
名
。

○
模
擬
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

　

ト
な
ど

問
合
せ　

栄
町
観
光
案
内
所

　
　
　
　


89
‐
０
３
７
６

　

県
立
房
総
の
む
ら
や
ド
ラ
ム
の
里
で
は
、
秋
の
栄
町
を
満
喫
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
ご

友
人
を
お
誘
い
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
４
回　

千
葉
・
時
代
コ
ス
プ
レ
大
会
in
さ
か
え

【
大
会
概
要
】

日　

時　

11
月
３
日
㈯　

※
雨
天
中
止

　
　
　
　

12
時
～
14
時
５
分

会　

場　

房
総
の
む
ら
、
ド
ラ
ム
の
里
周
辺

主　

催　

栄
町
、
栄
町
コ
ス
プ
レ
振
興
協
議
会

協　

力　

県
立
房
総
の
む
ら
、
栄
町
教
育
委
員
会

問
合
せ　

千
葉
・
時
代
コ
ス
プ
レ
大
会
担
当
窓
口
（
産
業
課
）

　
　
　
　


33
‐
７
７
１
３

※
参
加
申
込
み
の
受
付
は
、
す
で
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

13
時
45
分
～14

時
５
分

13
時
30
分
～13

時
45
分

12
時
30
分
～13

時
30
分

12
時
～
12
時
20
分

時　

間

表
彰
式

大
会
参
加
者
自
由
散
策

コ
ス
プ
レ
大
会

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

内　

容

房
総
の
む
ら
入
口
大
木
戸
前

特
設
ス
テ
ー
ジ

房
総
の
む
ら
内

商
家
の
町
並
み
他

ド
ラ
ム
の
里
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

会　

場

ド
ラ
ム
の
里秋

の
感
謝
祭

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
か
ら

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
デ

ー
に
か
け
、
J
R
安
食
駅
を

中
心
に
鮮
や
か
に
彩
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
J
R
安
食
駅

周
辺
を
出
会
い
や
恋
を
叶
え
る

ス
ポ
ッ
ト
に
す
る
た
め
、『
恋

♡
す
る
A
J
I
K
I
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
』
と
ネ
ー
ミ
ン
グ

し
ま
し
た
。

　

幻
想
的
な
光
に
包
ま
れ
た
駅

前
で
素
敵
な
時
間
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
14
日
㈬

　

～
平
成
31
年
３
月
14
日
㈬

　

17
時
～
０
時
30
分

※
日
没
時
刻
に
よ
っ
て
、
点
灯

時
間
を
変
更
し
ま
す
。

会　

場　

安
食
駅
周
辺

協　

賛　

成
田
国
際
空
港
株
式

　
　
　
　

会
社

問
合
せ　

企
画
政
策
課

　
　
　
　

企
画
広
報
班

　
　
　
　

33
‐
７
７
７
３

　

地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
数

種
類
の
鍋
料
理
、
子
孫
繁
栄
・

商
売
繁
盛
な
ど
の
大
鷲
神
社
の

「
魂
生
大
明
神
」
の
曳
き
廻
し
、

お
子
さ
ま
の
手
形
を
取
ろ
う
な

ど
、
さ
わ
や
か
通
り
や
安
食
小

学
校
の
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

　

同
時
開
催
で
い
っ
さ
い
が
っ

さ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
催

し
ま
す
。
詳
細
は
12
月
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
課
産
業
振
興
班

　
　
　
　


33
‐
７
７
１
３

第
４
回

少
子
化
克
服
な
べ
ま
つ
り

　

子
孫
繁
栄
、
家
内
安
全
、
商

売
繁
盛
な
ど
を
願
う
大
鷲
神
社

「
魂
生
大
明
神
」
の
曳
き
廻
し

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

日　

時　

12
月
９
日
㈰

　
　
　

10
時
～
12
時
（
予
定
）

対
象
者　

女
性

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定　

員　

先
着
20
名

服　

装　

法
被
を
貸
し
出
し

申
込
み　

11
月
19
日
㈪
ま
で

問
合
せ　

い
っ
さ
い
が
っ
さ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
産
業
課
内
）

33
‐
７
７
１
３

魂
生
大
明
神曳

き
手
募
集

12
月
９
日
㈰
開
催
！

町政

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

※
予
約
以
外
の
着
付
け
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

恋
♡
す
る
A
J
I
K
I
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軽
油
に
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
32
．
１
円
の
軽
油
引
取
税
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
軽
油
引
取
税
が
一
定
の
も
と
に
免
除
さ

れ
て
い
る
軽
油
の
こ
と
を
免
税
軽
油
と
い
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
方
、
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的
な
作
業
の
す
べ
て
の

委
託
を
受
け
て
農
作
業
が
行
う
方
が
特
定
の
用
途
に
軽
油
を
使
用

す
る
場
合
に
限
っ
て
、
免
税
軽
油
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

佐
倉
県
税
事
務
所

　
　
　
　

０
４
３
‐
４
８
３
‐
１
１
１
５

免
税
軽
油
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

くらし

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
の
１
月
１

日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
２
日
か
ら
12
月

31
日
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

千
葉
県
は
、
自
動
車
税
の
滞

納
額
の
縮
減
の
た
め
、
10
月
か

ら
５
月
ま
で
を
滞
納
整
理
強
化

期
間
と
し
、
給
与
・
預
金
・
自

動
車
な
ど
の
差
押
え
を
一
層
強

化
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
が
未
納
の
場
合

は
、
至
急
納
付
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

千
葉
県
佐
倉
県
税
事
務
所

　

自
動
車
税
第
一
課

　


０
４
３
‐
４
８
３
‐

　
　

１
１
５
０

　

千
葉
県
総
務
部
税
務
課

　


０
４
３
‐
２
２
３
‐

　
　

２
１
２
７

自
動
車
税
の
滞
納

処
分
を
強
化
し
ま
す

くらし

くらし

問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

　
　

０
０
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で

　

お
か
け
に
な
る
場
合
は
、

　

03
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除

く
）、
12
月
29
日
～
１
月
３

日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
キ
ッ

ズ
ラ
ン
ド
が
、
た
く
さ
ん
の
お

子
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
よ
り
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用

者
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考

に
、
床
に
マ
ッ
ト
を
敷
く
と
と

も
に
玄
関
内
に
か
わ
い
い
ド
ア

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
玄
関
か
ら
の

飛
び
出
し
や
床
で
の
ケ
ガ
防
止

の
対
策
な
ど
が
図
ら
れ
、
安
全

性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

栄
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
キ
ッ
ズ
ラ

ン
ド
に
子
ど
も
用
の
身
長
計
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
の
ぬ
く
も
り
の
感
じ
ら
れ

る
か
わ
い
い
身
長
計
で
す
。

　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
に
お
越
し
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
１
６
０
㎝
ま
で
測
定
で
き

ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課　

　
　
　
　

子
育
て
包
括
支
援
室

　
　
　
　


37
‐
７
１
８
５

栄
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

身
長
計
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

子育て

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
が

よ
り
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

▲新しいマットの上で遊ぶ子どもたち

▲玄関からの飛び出しを
　防ぐかわいいドア
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　９月 13 日、栄中学校にて、「成功と幸福について」～大沢一彦の私見～という演題で日
本食研グループ最高経営責任者代表取締役会長　大沢一彦様の講演会が開催されました。
　大沢一彦会長からは、次の３つの大切なことを教えていただきました。

本食研ホールディングス株式会社日
大沢一彦会長が栄中学校で講演会を行いました

　これからの混沌とした世界を生き抜いてい
く中学生にとって、人生の指針となるお話で
あり、有意義な講演会になりました。
　また、講演会に先立ち、大沢一彦会長より、
栄中学校へ図書の購入費として 100 万円の
寄付と、生徒全員に『焼き肉のたれ』をいた
だきました。栄中学校の図書室をさらに充実
させることができます。

１. どんなことでも好きになることが大切
２. 遊びの部分も大事であること
３. 人生、いつからでもやり直しができること

　そして、講演会後には、歴代の栄町元気事
業支援中学生海外派遣に参加した生徒と懇談
会を行いました。
　派遣生徒からは、「オーストラリアでの経
験を通して、英語でコミュニケーションを図
りたいという意欲がさらに高まり、将来は英
語を生かした職業に就きたい」という意見が
多く出ました。この事業を通して、栄町在住
の中学生がグローバルな視点を持ち、世界に
目を向けて羽ばたこうとしていることが伺え
ました。

▲

歓
迎
の
花
束
が
渡
さ
れ
る
様
子

▲懇談会の様子

▲大沢一彦会長から金森校長先生へ目録が手渡される様子

　９月９日、埼玉県入間市で開催された第 37 回無双直
伝栄信流関東大会において、栄町体育協会居合道専門部
に所属している帯金宏行さん（栄中学校３年生）が初段
の部で第３位に入賞しました。
　帯金さんはまだ入門してから１年足らずで、段位を習
得していません。段位を持っていない方が段位別の競技
会に出場し、入賞するということは極めて稀で、大変な
快挙です。今後の活躍を大いに期待しましょう！

東大会で３位入賞！居合道栄信会関

▲

大
沢
一
彦
会
長

また、図書の購入費として 100 万円の寄附をいただきました

町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と
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　９月 17 日、夏日に戻ったような陽気
の中、ドラム自然楽校の２年生から６年
生が、稲刈りを体験しました。
　５月に植えた苗は、立派に育っていま
した。
　「想像していたよりも大変だった！」
と、稲穂の束を鎌で刈ったあとに、子ど
もたちが話してくれました。

刈り＆忍者体験　～ドラム自然楽校～稲

　汗をかきながらの稲刈りの後、子どもた
ちは「コスプレの館」へ移動し、忍者に変
身しました。
　新聞紙を丸めて刀をつくり、腰ひもには
紙風船をつけ、４チームそれぞれに大将を
決めて、いざ出陣。
　青空のもと、房総のむら多目的広場で、
チャンバラ合戦をしました。
　自然の中で、忍者になりきることで、チャ
ンバラ遊びを何倍も楽しんでいました。

　平成 30 年度に百歳を迎えられた方に、10 月 18 日に印旛健康福祉センター副センター
長と教育長より、内閣総理大臣の祝状と銀杯が贈呈されました。

歳おめでとうございます！百

100 歳おめでと
うございます！
長生きの秘訣を
きいてみたいな。

町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

新妻　キヨ　さん（竜角寺台）
大正７年９月 20 日生

岩井　かつ　さん（安食）
大正７年 10 月 28 日生

五十嵐 保子　さん（酒直）
大正７年 11 月５日生

遠藤　博子　さん（竜角寺台）
大正８年１月 17 日生

廣井　信二　さん（安食台）
大正８年２月 28 日生

※廣井さんの「ひろ」を「廣」の漢字で代用しています。
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　10 月 13 日に木塚転作組合による「黒大豆
オーナー引渡式」が安食台第一近隣公園で行わ
れました。
　黒大豆オーナー引渡式は、今年で 21 年目を
迎えます。今回も、町内外からたくさんの人が
集い、枝豆の収穫を楽しんでいました。

業まつり＆黒大豆オーナー引渡式が開催されました！産

栄
町
消
防
団
女
性
部
員
の
募
集

　

町
で
は
、
災
害
時
に
女
性
の
視
点
か
ら
き
め
細
や
か
な
気
配
り

で
、
避
難
誘
導
や
避
難
所
で
の
支
援
活
動
な
ど
を
行
い
地
域
の
安

全
を
守
る
た
め
の
力
と
し
て
「
栄
町
機
能
別
消
防
団
女
性
分
団
」

の
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
12
名
の
団
員
で
、
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
取
得
や
自

主
防
災
組
織
と
合
同
で
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

応
募
資
格

①
町
内
に
居
住
若
し
く
は
勤
務
す
る
者
、
ま
た
は
近
隣
に
居
住
し

　

消
防
団
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者

②
年
齢
が
18
歳
以
上
の
女
性

申
込
み　
「
栄
町
女
性
消
防
団
入
団
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
班
　

95
‐
８
９
８
０

栄
町
少
年
消
防
団
員
の
募
集

　

次
世
代
の
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
栄
町
少
年
消
防
団
の

団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会
に
参
加
し
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
ク
ラ
ブ
員
と
た
く
さ
ん
の
事
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
広
報
活
動
や
訓
練
な
ど
を
行
い
、
楽
し
く
防
災
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

応
募
資
格　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
男
女

申
込
み　
「
栄
町
少
年
消
防
団
入
会
申
込
書
」
お
よ
び
「
栄
町
少

　

年
消
防
団
健
康
調
査
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
班
　

95
‐
８
９
８
０

募　

集　

職
員
な
ど
の
募
集
、
相
談
事
業
の
告
知
な
ど

町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

　また、産業まつりの会場では、様ざまな
イベントが行われ、茹でたての枝豆の無料
配布や、栄町産黒大豆による甘納豆や味
噌、きなこ、煮豆などの加工品も販売され、
賑わいをみせていました。
　産業まつり内で行われた第４回栄町産米
食味コンテスト表彰式の様子は、12 月号
で掲載します。

▲会場を盛上げる総合司会の
　もぐもぐピーナッツ枝豆の収穫を楽しむ子どもたち

▲枝豆を手にニッコリ笑顔♡
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募　

集　

職
員
な
ど
の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
、
相
談
事
業
の
告
知
な
ど

住
民
課
日
々
雇
用
職
員

の
募
集

業
務
内
容　

住
民
課
窓
口
受
付

　

お
よ
び
内
部
事
務

採
用
人
数　

２
名

雇
用
期
間　

平
成
31
年
１
月
７

　

日
㈪
～
３
月
29
日
㈮

勤
務
形
態　

雇
用
期
間
の
内
、

　

町
が
指
定
す
る
週
２
～
３
日

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

勤
務
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

勤
務
場
所　

役
場
１
階
住
民
課

報
酬
額　

時
給
９
０
０
円

　
（
交
通
費
別
途
支
給
あ
り
）

面
接
日　

別
途
通
知

選
考
方
法　

面
接

申
込
み　

11
月
22
日
㈭
ま
で
に

　

住
民
課
へ
履
歴
書
を
ご
提
出

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
住
民
班

　
　
　
　

33
‐
７
７
０
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
職
員
の
募
集

　

高
齢
者
の
就
業
活
動
支
援
を

行
っ
て
い
る
栄
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
（
幹

部
候
補
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

業
務
内
容

　
　

一
般
事
務
お
よ
び
業
務
管

　

理
な
ど
全
般

雇
用
要
件

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

採
用
人
数　

１
名

勤
務
形
態

　

月
～
金
曜
日

※
祝
日
、
夏
季
休
暇
、
年
末
年

始
を
除
く

勤
務
時
間

　

９
時
30
分
～
17
時
15
分

勤
務
場
所

　
　

栄
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー(

旧
酒
直
小
学
校)

報
酬
額

　

月
給　

１
４
８
，
０
０
０
円

面
接
日　

別
途
通
知

選
考
方
法

　
　

書
類
審
査
の
上
、
面
接
試

　

験
に
よ
り
決
定

申
込
み

　
　

11
月
12
日
㈪
ま
で
に
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
履
歴

　

書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

問
合
せ

　

栄
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　


95
‐
６
０
２
１

介
護
保
険
認
定
調
査

員
の
募
集

業
務
内
容　

介
護
認
定
申
請
者

　

の
自
宅
や
病
院
、
施
設
な
ど

　

の
訪
問
調
査

応
募
資
格　

介
護
支
援
専
門
員

　

保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の
資

　

格
が
あ
り
、
普
通
自
動
車
免

　

許
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数　

１
～
２
名

雇
用
期
間

　
　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

　

１
年
間

勤
務
日

　
　

月
～
金
曜
日
の
う
ち
１
日

　

か
ら
で
も
可

※
要
相
談

勤
務
時
間

　
　

８
時
30
分
～
17
時
の
内
４

　

時
間
か
ら
６
時
間
程
度
※
要

　

相
談

報
酬
額　

時
給
１
，
２
５
０
円

※
通
勤
手
当
別
途
支
給

提
出
書
類

　
　

履
歴
書
お
よ
び
介
護
支
援

　

専
門
員
、
保
健
師
ま
た
は
看

　

護
師
の
資
格
証
明
書
の
写
し

選
考
方
法

　
　

書
類
審
査
の
上
、
面
接
に

　

よ
り
決
定

面
接
日　

後
日
通
知

申
込
み　

12
月
25
日
㈫
ま
で

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
介
護
総
務
班

　

④
番
窓
口

　


33
‐
７
７
０
９

　

い
っ
さ
い
が
っ
さ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
人
気
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
は
い
は
い
レ
ー
ス
』
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

日　

時　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　

時
間
未
定

会　

場　

安
食
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　

ス
テ
ー
ジ
（
予
定
）

対
象
者

　
　

栄
町
在
住
の
方
で
、
は
い
は

　

い
が
で
き
る
お
子
さ
ん

※
お
お
む
ね
１
歳
前
後

定　

員　

先
着
20
名

申
込
み　

12
月
４
日
㈫
ま
で
に
電

　

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

※
詳
細
は
、
申
込
時
に
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

子
育
て
包
括
支
援
室

　


37
‐
７
１
８
５

　


33
‐
７
７
６
５

は
い
は
い
レ
ー
ス

出
場
者
の
募
集

、

税
務
課
日
々
雇
用
職
員

の
募
集

業
務
内
容　

給
与
支
払
い
報
告

　

書
の
点
検･
整
理
な
ど

　
（
細
か
い
文
字
の
確
認
・
転

　

記
作
業
な
ど
）

採
用
人
数　

５
名

雇
用
期
間

　
　

平
成
31
年
１
月
17　

日
㈭

　

～
３
月
15
日
㈮
の
う
ち
、
町

　

が
指
定
す
る
週
３
～
５
日

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

勤
務
場
所　

役
場
２
階
税
務
課

報
酬
額　

時
給
９
０
０
円

　
（
交
通
費
別
途
支
給
あ
り
）

面
接
日　

12
月
６
日
㈭

申
込
み　

11
月
30
日
㈮
ま
で
に

　

税
務
課
へ
履
歴
書
を
ご
提
出

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
住
民
税
班

　
　
　
　

33
‐
７
７
０
３

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
的
任
用
職
員
の
募
集

　

県
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
保
健
所
）
な
ど
で
臨
時
的
任

用
職
員
な
ど
と
し
て
勤
務
を
希

望
す
る
方
の
登
録
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
登
録
後
、
職
員

の
育
児
休
業
取
得
な
ど
に
よ

り
、
代
替
職
員
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
面
接
を
実
施
し
、
採

用
と
な
り
ま
す
。

※
募
集
職
種
や
申
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

千
葉
県
健
康
福
祉
政
策
課

　


０
４
３
‐
２
２
３
‐

　
　

２
６
０
５

ホームページへ
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消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

は
、
平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら

消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
上
げ

と
同
時
に
導
入
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

飲
食
料
品
な
ど
の
軽
減
対
象

品
目
の
取
り
扱
い
が
あ
る
消
費

税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ
け
で

な
く
、
例
え
ば
、
会
議
費
や
交

際
費
と
し
て
飲
食
料
品
な
ど
を

購
入
す
る
事
業
者
の
方
や
、
消

費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
も
、

取
扱
商
品
の
適
用
税
率
の
確
認

や
適
用
税
率
ご
と
の
区
分
経
理

な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向
け
た

準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
事
業
者
の
方
を
対
象
と

し
た
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
」
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係

の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

日　

時　

11
月
22
日
㈭

午
前
の
部

　

開
場　

９
時
30
分

　

開
始　

10
時
～
11
時
30
分

午
後
の
部

　

会
場　

13
時

　

開
始　

13
時
30
分
～
15
時

会　

場　

成
田
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
講
堂

申
込
み　

不
要

問
合
せ

　

成
田
税
務
署

　


28
‐
５
１
５
１

※
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択

　

税
務
課
住
民
税
班

　


33
‐
７
７
０
３

年
末
調
整
等
説
明
会

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対

象
と
し
た
「
平
成
30
年
分
の
年

末
調
整
の
し
か
た
並
び
に
法
定

調
書
及
び
給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て
」
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
９
日
㈮

　

開
場　

９
時
30
分

　

開
始　

10
時

女
子
力
ア
ッ
プ
！
男
磨
き
！

　

幸
せ
を
見
つ
け
る
講
座

　

結
婚
に
関
す
る
心
構
え
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
な

ど
婚
活
に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
素
敵
な
出
会
い
の
た
め

に
自
分
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会　

場　

成
田
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
講
堂

対
象
者　

源
泉
徴
収
義
務
者

申
込
み　

不
要

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

成
田
税
務
署

　


28
‐
５
１
５
１

※
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択

　

税
務
課
住
民
税
班

　


33
‐
７
７
０
３

婚
活
を
始
め
る
方
へ

①
女
子
力
ア
ッ
プ
講
座

講　

師　

柏
木　

恭
子　

氏

（
シ
ニ
ア
マ
ナ
ー
O
J
T
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

１
回
目

日　

時　

11
月
13
日
㈫

　
　
　
　

18
時
～
20
時

２
回
目

日　

時　

11
月
17
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

内　

容

○
好
感
度
の
高
い
笑
顔･･･

基
本
の
メ
イ
ク
講
座

○
美
し
い
話
し
方･･･

ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
を
学
ぶ

○
上
品
な
所
作･･･

立
ち
姿
、
歩
き
方
ほ
か

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ

　

か
え
３
階
視
聴
覚
室

対
象
者

　

20
歳
～
45
歳
位
の
女
性

※
町
内
在
住
・
在
勤
者
優
先

定　

員　

各
回
20
名
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
み　

11
月
９
日
㈮
ま
で
に

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

②
男
磨
き
講
座

講　

師

　

し
ら
が
み　

実
皇　

氏

（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ナ
ー
）

日　

時　

11
月
28
日
㈬

　
　
　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

内　

容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ

　

か
え
３
階
視
聴
覚
室
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 ※町内とは、町内在住・在勤者です。　

種目 距離 出場資格 スタート 参加費

一般男子・女子 A

ハーフ

高校生～ 29 歳以下

10:25

町内 3,500 円
町外 4,000 円

一般男子・女子 B 30 歳～ 39 歳以下

一般男子・女子 C 40 歳～ 49 歳以下

一般男子・女子 D 50 歳～ 59 歳以下

一般男子・女子 E 60 歳以上

一般男子・女子 A

10㎞
実測 10.8㎞

高校生～ 29 歳以下

10:15

一般男子・女子 B 30 歳～ 39 歳以下

一般男子・女子 C 40 歳～ 49 歳以下

一般男子・女子 D 50 歳～ 59 歳以下

一般男子・女子 E 60 歳以上

一般男子・女子 5㎞
実測 5.2㎞

高校生以上
10:35

町内 2,500 円
町外 3,000 円

中学生男子・女子 中学 1 ～ 3 年生 町内 500 円
町外 1,000 円小学生男子・女子 2㎞ 小学 4 ～ 6 年生 9:55

親子の部 1㎞ 小学 3 年生以下の親子 19:40 2,000 円

ウォーキング
（当日参加可）

6㎞ 小学生以上
小学生は保護者同伴

19:35 500 円

2019 さかえリバーサイドマラソン

２/17 ㈰ スタート・ゴール ふれあいプラザさかえ

申込み　12 月 27 日㈭まで！

コースと特徴
（ハーフの部）

ふれあいプラザさかえ～
房総のむら～利根川堤防～矢口工業団地

　　　　　　　　～ふれあいプラザさかえ
【特徴】　ふれあいプラザさかえをスター
トしたあとは、まるで江戸時代にでもタイ
ムスリップしたかのような町並みと武家屋
敷や農家を再現した体験博物館「房総のむ
ら」と龍角寺古墳群の中を駆け抜け、広大
な田園地帯と利根川の景色を楽しみながら
走るハーフマラソン！
　ハーフの部の制限時間も３時間 30 分と
なっており、初心者でも走りやすくなって
います。
※「房総のむら」の中を走るのは、ハーフ

の部と 10km の部になります。

参加資格

①健康なランナーなら誰でも参加できます。
②参加申込書の誓約書に必ず捺印をして提

出してください。
③ 18 歳未満の方は、保護者の承諾（捺印）

が必要です。

①申込書
　所定の申込書に必要事項を記入し、参加費を添えて最寄
りの郵便局へお申し込みください。申込書は役場・ふれあ
いプラザさかえ窓口にございます。
　また、大会事務局へお問い合わせいただければ郵送いた
します。
②インターネット
　エントリーセンター　http://www.tecnoplan.co.jp/
　スポーツエントリー　https://www.sportsentry.ne.jp
　ＲＵＮ NET　　　　  http://runnet.jp/
　スポーツナビＤｏ　　https://dosports.yahoo-net.jp
③コンビニエンスストア
　ファミリーマートに設置している「ファミポート」でス
ポーツエントリーの画面から申込みできます。
④電話
　スポーツエントリー（ 0570-039-846）へ直接おか
けください。なお、平日 10 時～ 17 時の間でのみの受付
となります。

申込み方法

参加賞

　参加者全員に参加賞（小学生・ウォーキ
ングはタオル、親子はリュック、その他の
部門はＴシャツを予定）

参加費

問合せ　さかえリバーサイドマラソン実行委員会
　　　　（生涯学習課 95-1112）

ゲストランナー

　卒業後は、富士通陸上競技部にて活躍
し、2017 年３月 31 日に現役引退。
　現在は同社 企業スポーツ推進室に所属
し、スポーツ活動全般への支援、地域・社
会貢献活動など幅広い業務を担当している。

柏
かしわばら

原　竜
りゅうじ

二さん
( 富士通株式会社）

　東洋大学時代に箱根駅伝
で３度の総合優勝に貢献
し、４年連続５区区間賞を
獲得すると同時に、４年次
には主将としてチームを優
勝に導いた。
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問合せ　生涯学習課
スポーツ振興班
 95 ‐ 1112

食で血管年齢ダウン！
　血管年齢は、血管の老化度合いの目安を表す指標です。
　血管年齢が若返ると血流が良くなり、動脈硬化などを原因とする脳や心臓などの血管へのダメー
ジの予防につながります。
　それには、適度な運動と食事が大切です。
　今回は、その中でも血管年齢を若返らせる食べ物として、トマトと大豆製品について紹介します。

トマト 大豆製品

　トマトに含まれるリコピンには高い抗酸
化作用があり、悪玉コレステロールの酸化
を抑制するため、動脈硬化の予防や改善に
期待ができます。
　リコピンを効果的に摂るためには、油を
使った調理方法がおすすめです。
　普段の食事でなかなかトマトを摂取でき
ない方は、トマトジュースなどでも摂取は
可能です。

　大豆には、良質なたんぱく質が含まれてい
るだけでなく、レシチンやリノール酸といっ
たコレステロールを分解したり悪玉コレステ
ロールを減らしたりする働きのある成分や、
血管の柔軟性を維持したり血管内皮細胞に直
接作用して一酸化窒素をつくる働きがあるイ
ソフラボンなどといったさまざまな血管若返
りに必要な成分が含まれています。
　大豆は豆腐、醤油、みそ、納豆など日本人
の食生活に欠かせない食品です。

申込み・問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　 95 ‐ 1112適度な運動に最適です！

日　時　11 月 10 日㈯
　　　　９時 30 分～ 11 時 30 分
会　場　安食小学校　体育館
参加費　無料
定　員　先着 30 名
内　容　ショートテニス
　　　　ソフトバレー
持ち物　上履き、タオル、飲み物など
申込み　11 月９日㈮ 17 時までに電話
　　　　にて

軽スポーツ教室
日　時　11 月 28 日㈬
　① 10 時 30 分～　② 13 時 15 分～
　③ 15 時～
対象者　町内在住の 20 歳以上の方で、①は
　49 歳以下の方、②、③は 69 歳以下の方
会　場　ふれあいプラザさかえ文化ホール
参加費　無料
定　員　１講座先着 10 名まで
持ち物　タオル、飲み物、など
申込み　11 月 1 日㈭　９時～
※１人１回のみ、電話のみの受付としま

す。定員になり次第、受付を終了します。
注意事項　体重 80㎏以上、高血圧、妊婦、
　緑内障などの眼疾患、ヘルニアなど腰や
　関節に持病がある方などはご遠慮ください。

スリングヨガ
500 健康ポイント付き

500 健康ポイント付き

※参加者の安全確保のため、今回から申込み
　定員を設けさせていただきます。
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　今月から「動脈硬化予防」をテーマに、全５回に分けて特集
記事をお届けします。
問合せ　健康介護課健康推進班・疾病予防班⑤番窓口
　　　　 33 ‐ 7708

管理栄養士おすすめ
健康レシピ

「鶏むね肉のかつお節焼き」

材　料（２人分）
　鶏むね肉 150 ｇ　ポン酢大さじ 1/2
　片栗粉大さじ 1/2　酒大さじ 1/2
　かつお節 1/2 パック（２ｇ）
　サラダ油小さじ 1/2
作り方
①鶏肉は一口大のそぎ切りにし、ビニール袋に入れ、ポン酢、片栗粉を
　加えてよくもみ込む。
②かつお節を①の袋に加え、全体にまぶす。
③フライパンを中火で熱し、ごま油をひき、鶏肉を広げる。
④焼き色がついてきたらひっくり返し、酒を回し入れ、弱火で蓋をして
　３分蒸し焼きにする。
⑤蓋を開けて、時々返しながら水分を飛ばし、鶏肉が焼けたら完成。

　ポン酢の酸味やかつお節の旨味を利用した塩分量１人分 0.3 ｇの減
塩レシピです。
※一日の目標塩分摂取量は男性８ｇ未満、女性７ｇ未満となります。
　（高血圧症の方は６ｇ未満）

G
ゴ

o
ー

! G
ゴ

o
ー

! 動脈硬化予防①

　動脈の血管が年齢とともに老化して弾力性を失って硬くなり、血管の内側にコレステロール
などがこびりつき血管が狭くなるなどして血液の流れが悪くなった状態です。

１．動脈硬化とは

　食事、運動不足、喫煙、飲酒などの生活習慣によるものの他に、高血圧症、糖尿病、脂質異
常症などが原因となります。

２．原因

　血液のかたまりなどが詰まって、そこから先の血液の流れがなくなり、生命に関わる危険な
病気（心筋梗塞、狭心症、脳出血、脳梗塞など）を全身に引き起こす可能性があります。

３．動脈硬化が進行すると

　町では、心臓病で亡くなる方が全体の 37.0％と大変多く、年々増加しています。
（平成 28 年度は 29.8％）

　心臓病で亡くなる方の多くは動脈硬化が原因です。健康寿命延伸のため、動脈硬化を予防し
ましょう！予防方法などについては次回以降お伝えします。

４．栄町民の死因の状況と動脈硬化

出典：KDB システム　平成 29 年度累計（地域全体像の把握　帳票 No.1）

がん 心臓病 脳疾患 糖尿病 腎不全 自殺
栄　町 42.2% 37.0% 12.6% 0.7% 1.5% 5.9%

国 50.1% 26.5% 15.2% 1.8% 3.3% 3.1%

死因
団体
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健　診　名 月　日 会　場 受付 対　象　者 内　　　容

１歳６か月児歯科健康診査 11 月 15 日㈭
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室
9:30

～ 9:45

平成 29 年４月・
５月生まれの子

内科・歯科診察／身体測定／
保健・栄養・歯科相談

２歳半児健康診査 11 月 22 日㈭
平成 28 年

１～２月生まれの子
歯科診察／歯科相談

●幼児健診　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33 ‐ 7708
　　　　　　　　　　※１歳６か月児健康診査の問合せは、福祉・子ども課子育て包括支援センター　 37 ‐ 7185

５・６か月児モグモグ教室
（離乳食）

11 月９日㈮
ふれあいプラザさかえ

３階音楽室①
9:30

～ 9:45

平成 30 年５月・
６月生まれの子 身体測定／離乳食の進め方など

10･11 か月児はみがき教室 11 月 16 日㈮ 平成 29 年 12 月・
１月生まれの子

歯の話／予防接種の話／
離乳食など／身体計測／各種相談

はみがきレッスン
※予約制

11 月６日㈫
ふれあいプラザさかえ

２階和室

① 10:30 ～
② 11:00 ～
③ 11:30 ～

町民の方 お口の健康状態に関して、相談す
ることができます

パパ ･ ママクラス
（マタニティークラス）

11 月 14 日㈬
子育て支援センター

さくらんぼ
10:00

～ 10:15
16 ～ 31 週の妊婦と

その家族 沐浴実習 ･ パパの妊婦体験など

●教室・相談 ( 予約制 )　　　　　　　　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33 ‐ 7708
　　　※パパママクラス（マタニティクラス）の問合せは、福祉・子ども課子育て包括支援センター　 37 ‐ 7185

問合せ
子育て包括支援センター

（ふれあいプラザさかえ内１階）
 37 ‐ 7185

今月の休館日
４日㈰・５日㈪・11 日㈰

12 日㈪・18 日㈰・19 日㈪
24 日㈯・25 日㈰・26 日㈪

「スマホ育児」の落とし穴
～子育てに起きていること～

　家事で手が離せない時や移動中などに子どもにスマートフォンやタブレットを持たせて遊ば
せる「スマホ育児」。機嫌が悪く泣いている子供でも途端におとなしくなるため、保護者にと
っては便利ですが、子供にはどのような問題点があるのでしょうか。

　乳幼児期は、まず心の発達の基盤として愛着の
形成が重要な時期です。そのためには、ことばを
話せない赤ちゃん、気持ちを上手に言葉にできな
い幼児には周囲の大人が子どもからのサインを上
手にキャッチして適切に応答することがかかせな
いのです。
母親が赤ちゃんの顔も見ずにスマホの画面を見な
がら授乳したり、子どもが話しかけても気づかず
スマホの操作をしていた場合、言葉や共感性の発
達にも影響を及ぼす可能性があります。

　赤ちゃんの視力は 0.01 ほどですが、
小学校入学までに大人の視力までに発達
していきます。「遠くのものを見る」「動
くものを追う」等をするなかで脳との連
動も発達していきます。スマホの画面を
みている時は、近くて狭い画面をみてい
るため、視力の育ちに悪影響が出る可能
性が高いです。

　スマホの画面からはブルーライトが出ていま
す。ブルーライトは、昼間の太陽光に含まれてい
る光で、目を通して脳内の体内時計に作用して脳
に日中である事を認識させます。「夜にスマホを
見る」「布団の中でスマホを見る」などは、睡眠
に悪影響を与えます。ぐっすり質の良い睡眠をと
り朝から元気で活動する脳を育てるためにも、暗
くなってからのスマホの利用は避けましょう。

①愛着形成の問題 ②視力の悪影響

③体内時計への影響
（睡眠の影響）

　さまざまな問題点のある「スマホ育
児」。子どもの成長のために日頃の育児
を見直してみましょう。
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アップＲは、子育て中の方が、
情報を交換したり、子育ての悩みを話したりなど、

親子で楽しく過ごせる施設です。

 

今月の龍夢っ子

永
な が い

井　桧
ひ な

奈ちゃん

　凱翔が生まれる前、桧奈が赤ちゃん返りしな
いか不安でしたが、そんな不安とは正反対に頭
をなでてあげたり絵本を見せてあげたり、凱翔
が泣くと「だいじょうぶよ～」とすぐ駆けつけ
てぬいぐるみやおもちゃを渡してくれます。凱
翔が一番笑う事は桧奈がジャンプしたりおどる
事です。お互い大好きみたいで、これから大き
くなっても仲良しでいてほしいです。

（平成 28 年１月生まれ）

今月の休館日

１日㈭午後休館
４ 日 ㈰・ ５ 日 ㈪
12 日㈪・19 日㈪
24 日㈯・26 日㈪

開館時間 / ９時～ 12 時

　13 時～ 15 時 30 分

す
こ
や
か
タ
イ
ム

　桧奈ちゃん・凱翔くんの
ママに聞いてみました！！　

Q.　名前をつけた時のエピソードは？
A.　桧奈の「奈」はママから、凱翔の「翔」は
　パパから。やさしい女の子になれる様に、人
　を守れる強さを持てる男の子になれる様に、
　イメージからそれぞれ二人でつけました。

凱
か い と

翔くん （平成 30 年２月生まれ）
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び
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日　時　11 月 25 日㈰
　　　　開演　13 時～
会　場　千葉市生涯学習センター
内　容　被害者遺族による講演など
参加費　無料
主　催　千葉県
　　　千葉犯罪被害者支援センター
申込み　郵送、ＦＡＸ、メール、電
　話のいずれかで、氏名、年齢、電
　話番号、人数を千葉犯罪被害者支
　援センターへ
問合せ　千葉犯罪被害者支援センター
　〒 260 ‐ 0013 
　千葉市中央区中央３ ‐ ９ ‐ 16
　三井生命千葉中央ビル７階
　 043 ‐ 225 ‐ 5451
　 043 ‐ 225 ‐ 5453
　　chibacvs@orion.ocn.ne.jp

　商工会では町内で事業を営む方に
対して低利で有利な公的制度融資の
相談を行っています。
◆一日公庫相談会を開催！
　日本政策金融公庫の融資担当者に
よる事業資金の相談会を実施します。
日　時　11 月６日㈫ 10 時～ 15 時
問合せ　栄町商工会  95 ‐ 0245

事業者向け貸付のご案内 ユニセフ・ラブウォーク
in 房総のむら【参加者募集】

日　時　11 月 23 日㈮㊗
　　　　受付　９時～
会　場　ドラムの里
コース　①古墳と昆虫館見学コース
　（５キロ）、②房総のむら体験コー
　ス（１キロ）
※ゴール後に、健康コーナー体験（ロ
　コモ測定）、お楽しみ抽選会を開
　催します。
参加費　大人…500 円
　　　　4 歳～小学生…200 円
※参加費は全てユニセフ募金になり
　ます。
申込み　11 月 21 日㈬までに、住所・
　氏名・連絡先を明記し、電話・Ｆ
　ＡＸまたはメールにて
問合せ　千葉県ユニセフ協会
　 043 ‐ 226 ‐ 3171
　 043 ‐ 226 ‐ 3172
　　 info@unicef-chiba.jp

日　時　11 月４日㈰ 10 時～ 12 時
会　場　オレンジの会　酒々井支所
参加方法　氏名と参加人数を連絡し
　てください。当日参加可。
問合せ　子ども家庭サポートセンター
　　　　ちば「オレンジの会」
　　　　 0470 ‐ 28 ‐ 4288

里親制度説明会

ほほえみ広場秋のコンサート

日　時　11 月 10 日㈯ 13 時 30 分～
会　場　ほほえみ広場
　　　（旧酒直小学校　旧音楽室）
入場料　無料
演　奏　栄町在住の小田嶋さんたち
　のグループ『ほっと奏でぃる』の
　皆さんが演奏します。
問合せ　栄町シルバー人材センター
　　　　 90 ‐ 6021

消費税軽減税率対応セミナー

日　時　11 月 15 日㈭
　第 1 部　14 時 30 分～ 16 時 30 分
　第 2 部　18 時～ 20 時
会　場
　第 1 部　役場５階大会議室
　第２部　ふれあいプラザさかえ
　　　　　１階会議室②
※第１部と２部は同じ内容です。
受講料　無料
定　員　各先着 20 名
申込み　11 月８日㈭まで
問合せ　栄町商工会  95 ‐ 0245

犯罪被害者週間
「千葉県民のつどい」

平成 31 年度
千葉県生涯大学校学生募集

応募条件　健康、仲間づくり、社会
　参加に興味のある千葉県在住の方
　で、原則として 60 歳以上の方
募集期間
　11 月 9 日㈮～ 12 月 28 日㈮
願書配布場所　生涯大学校各学園、
　福祉・子ども課、各地　域振興事
務所、県庁高齢者福祉課
※郵送希望者は、140 円切手を貼っ
　た返信用封筒（角２サイズ）を同
　封し下記へ郵送
問合せ　千葉県生涯大学校事務局
　〒 260 ‐ 0801
　千葉市中央区仁戸名町 666 ‐ 2
　 043 ‐ 266 ‐ 4705
※県庁ホームページからも入手でき
　ます。

自衛官候補生の募集
あなたの力を「平和」のために！！

応募資格　18 歳以上 27 歳未満の方
●男子
①受付期間　11 月 12 日㈪まで
　試験日　　11 月 17 日㈯
　試験会場　下志津駐屯地
②受付期間　11 月 26 日㈪まで
　試験日　　12 月１日㈯
　試験会場　下志津駐屯地
●女子
①受付期間　11 月 26 日㈪まで
　試験日　　12 月２日㈰
　試験会場　下志津駐屯地
　応募は、締切日までに成田地域
事 務 所 ま で 応 募 書 類 を 提 出 い た
だ く か、 自 衛 官 募 集 ホ ー ム ペ ー
ジ (http://www.mod.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/) か ら イ ン タ ー ネ ッ
ト応募サイトにアクセスしお申込み
ください。
　詳しくは、下記地域事務所にお問
合せください。
問合せ　自衛隊成田地域事務所
　　　　 22 ‐ 6275
　（休祭日 090 ‐ 9145 ‐ 2596）

個人事業税の
納期限内納付について

　個人事業税の第２期分の納期限は
11 月 30 日㈮です。最寄りの金融
機関、コンビニエンスストアで納め
てください。
　なお、個人事業税の納税は口座振
替を利用されると便利です。
問合せ　千葉県佐倉県税事務所
　　　　事業税間税課
　　　　 043 ‐ 483 ‐ 1114

「女性に対する暴力をなくす運動」

　 毎 年 11 月 12 日 か ら 25 日 ま で
の２週間は「女性に対する暴力をな
くす運動」期間です。
　ひとりで悩まずご相談ください。
問合せ　ＤＶナビ
　　　　 0570 ‐ 0 ‐ 55210

 11 月は
「児童虐待防止推進月間」

　あなたの気づきが子どもたちを救
います。「衣服の汚れ」「不自然なアザ」
それは子どもたちからのＳＯＳです。
間違っていても、匿名でもかまいま
せん。ためらわずにお電話ください。
問合せ　児童相談所全国共通ダイヤル
　　　　 189（イチハヤクへ）

千葉県最低賃金改正！

　10 月１日から時間額 895 円にな
りました。
※従来の 868 円から 27 円の引上げ
　千葉県内の事業場で働くすべての
労働者（パート、アルバイト等を含
む。）および、その使用者に適用さ
れる地域別最低賃金「千葉県最低賃
金」が改正されました。　
問合せ　千葉労働局労働基準部賃金室
　　　　 043 ‐ 221 ‐ 2328

住生活総合調査に
ご協力をお願いします

　12 月１日、全国で住生活総合調
査が行われます。　
　10 月に実施された住宅・土地統
計調査に回答いただいた世帯の中か
ら一部を選び、11 月下旬からポス
ティングにより調査票を配布し、郵
送・オンラインにより回収しますの
で、ご協力をお願いいたします。
問合せ　平成 30 年住生活総合調査
　事務局
　 0120 ‐ 467 ‐ 060
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ふれあいプラザさかえ
11 月の休館日

４日㈰・５日㈪・12 日㈪
19 日㈪・24 日㈯・26 日㈪

いきいき塾さかえ
パソコン教室（年賀状編）

平成 30 年安食音楽祭

木工教室
～おもちゃの三輪車～

日　時　12 月８日㈯・１月 19 日㈯・
　　　　２月 16 日㈯
　　　　９時 30 分～ 12 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階 工作室
講　師　小野　幸男　氏
定　員　先着 12 名
参加費　4,000 円
※材料代として１日目に集金します。
　参加費の返金はできません
対　象　全回参加できる方
共　催　ＮＰＯ法人まちづくりサ　
　ポートひと・まち倶楽部
申込み　11 月 18 日㈰まで

栄町硬式テニス
第４回さざんか杯大会

日　時　11 月 18 日㈰・12 月 2 日㈰・
　　　　1 月 20 日㈰・2 月 10 日㈰・
　　　　3 月 10 日㈰
※毎回 10 時～ 12 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階視聴覚室
講　師　佐藤孝之氏（東京大学史料
　編纂所教授）、中澤恵子氏（栄町
　史編さん委員会専門委員）ほか
内　容　古文書解読のノウハウに触
　れながら、栄町の江戸時代につい
　てお話しいただきます
定　員　先着 30 名
参加費　無料
申込み　11 月 10 日㈯まで

栄町歴史講座（古文書解読編）
ー古文書に親しむー

日　時　12 月２日㈰
　　　　開演　13 時 30 分～
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　文化ホール
出演者　最終選考を通過した歌い手・
　楽器奏者・踊り手（合計９チーム
　を予定）
入場料　大人 2,000 円・中学生
　1,000 円・ 小 学 生 500 円・ 幼 稚
　園児以下 無料
早期割引料金（11 月中）
　 大 人 1,800 円・ 中 学 生 900 円・
　小学生 450 円
問合せ　安食音楽祭実行準備委員会
　代表・渡邉　 070 ‐ 5462 ‐ 8090
　または、生涯学習課

日　時　11 月 27 日㈫
　　　　８時 30 分～
※予備日　12 月 4 日㈫
会　場　水と緑の運動広場
　　　　テニスコート
種　目　女子ダブルス３ペア編成の
　チームによる対抗戦（１チーム８
　名まで登録可）
参加資格　女子連Ａクラスでないこと
参加費　１チーム 5,000 円
申込み　11 月 16 日㈮ 15 時までに
　ふれあいプラザさかえ窓口へ
※詳細は栄町硬式テニス専門部ホー
　ムページでご確認ください
主　催　栄町体育協会
　　　　硬式テニス専門部

日　時　11 月 18 日㈰
　　　　９時～ 12 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　１階会議室②
内　容　年賀状作成ソフトの使い方
持ち物　ノートパソコンをお持ちの
　　　　方は持参してください。
※２台までは貸し出し可
講　師　小倉　修二　氏
定　員　先着 10 名
費　用　1,000 円（当日集金）
申込み　11 月 16 日㈮まで
※申込み人数が、２名以下の場合は、
　中止になることがありますので、
　予め、ご了承ください。

日　時　11 月 10 日㈯　９時～
会　場　水と緑の運動広場
　　　　テニスコート
参加費　無料
持ち物　運動のできる服装・ラケッ
　ト・運動靴（テニスシューズ）
申込み　当日、現地にて
対象者　町内在住・在勤者とその家
　族（小学生以上の方）
※小学生は保護者同伴
主　催　栄町体育協会
　　　　硬式テニス専門部

絵本の読み聞かせ会

日　時　11 月 17 日㈯
　　　　14 時～ 14 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階和室
対象者　幼児から小学校低学年の　
　　　　児童
入場料　無料

第３回栄町民テニス教室

平成 31 年栄町成人式

日　時　平成 31 年 1 月 13 日㈰
　受付…9 時 30 分～
　式典…10 時～
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　文化ホール
該当者　平成 10 年 4 月 2 日～平成
　11 年 4 月 1 日生まれの方
※該当者には 11 月中に案内状を送
　付する予定です。
※ 新 た に 転 入・ 転 出 さ れ た 方 や、

 ご自宅に案内状が届かない方でも
　該当する方であれば出席できます。
　また、ご家族のかたのご来場もお
　待ちしております。

　“小中学生が水に興味・関心を持
って欲しい”という願いを込めて、

（公財）印旛沼環境基金が構成する
市町から募集した「水辺の風景画」
の受賞作品を展示します。
日　 時　11 月 8 日 ㈭ ～ 13 日 ㈫　
　　　　9 時～ 21 時
※ふれあいプラザさかえの休館日　
　12 日㈪を除く。
※初日の 8 日㈭は 15 時～ 21 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　展示ホール
問合せ　環境課　 33 ‐ 7710

第 21 回「水辺の風景画コンクール」
受賞作品の展示会

日　時　11 月８日㈭ 12 時～
　　　　　　10 日㈯ 13 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　ロビー
内　容　さざんかクラブ会員による
　手工芸・書道・俳句・短歌等の作
　品展示。手作り品の販売
問合せ　栄町さざんかクラブ連合会
　事務局（福祉・子ども課福祉総務
　班） 33 ‐ 7707

第 31 回さざんかクラブ会員
作品展・手作り品のチャリティ販売

印西地区環境整備事業組合
からのお知らせ

　印西地区ごみ処理基本計画検討委
員会では、平成 30 年 11 月 15 日㈭
～平成 30 年 12 月２日㈰までの間、
印西地区ごみ処理基本計画 ( 案 ) に
対する皆さんのご意見 ( パブリック
コメント ) の募集を行っています。
　詳しくは、組合ホームページをご
覧ください。
　ホームページ
　http:/www.inkan-jk.or.p
問合せ　印西地区環境整備事業組合
　　　印西クリーンセンター業務班
　　　 46 ‐ 2732
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額
の
下
張
り
文

書
で
、
当
家
で
作
成
さ
れ
た
文
書
群
が
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
構
成
状
況
か
ら
年

代
的
に
、
明
治
33
～
37
年
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
我
孫
子
方
面
行
き
を
「
上
り
」、
成
田
方
面
行
き
を
「
下
り
」
と
現
在
と
同

様
に
表
示
し
て
い
る
こ
と
、
上
下
線
と
も
に
ダ
イ
ヤ
が
６
回
、
う
ち
上
野
ま
で
の
上
下
直

行
が
２
回
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
な
お
、
直
行
列
車
の
所
要
時
間
（
明
治
38
年

２
月
現
在
）
は
１
時
間
59
分
～
２
時
間
15
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
田
鉄
道
の
開
業
は
、
明
治
30
年
１
月
19
日
に
成
田
―
佐
倉
間
が
開
通
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
明
治
34
年
２
月
２
日
に
成
田
―
安
食
間
、
続
い
て
４
月
１
日
に
は
、
安
食

―
我
孫
子
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、日
本
鉄
道
の
我
孫
子
―
上
野
間
と
接
続
し
て
、

東
京
圏
ま
で
の
鉄
路
が
全
通
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
輸
状
況
を
『
千
葉
県
統
計
書
』
で
見
て
み
る
と
、
安
食
駅
に
お
け
る
明
治
34
年
度
の

年
間
乗
降
客
数
は
、
乗
車
５
８
，
６
８
９
人
、
降
車
４
５
，
５
２
７
人
、
貨
物
取
扱
量
は
、

発
送
４
２
４
ト
ン
、
到
着
２
２
４
ト
ン
、
明
治
37
年
度
は
、
乗
車
４
１
，
１
６
７
人
、
降

車
３
７
，
５
６
８
人
、
貨
物
発
送
１
，
７
６
７
ト
ン
、
到
着
２
２
９
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
明
治
37
年
度
の
発
送
貨
物
種
別
の
主
な
内
訳
は
、
飲
食
品
類
で
米
４
３
８
ト
ン
、
麦

83
ト
ン
、
酒
類
75
ト
ン
、
農
工
製
産
品
類
で
、
繭
92
ト
ン
、
建
築
用
材
で
木
材
４
０
８
ト

ン
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
明
治
35
年
３
月
１
日
か
ら
成
田
―
上
野
間
に
直
通
列
車
の
運
行
を
開
始
し
た
こ

と
、
明
治
37
年
７
月
５
日
か
ら
直
通
列
車
が
２
往
復
か
ら
４
往
復
に
増
発
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。（
白
土
貞
夫
「
新
勝
寺
参
詣
客
輸
送
を
め
ぐ
る
成
田
、
総
武
両
鉄

道
の
抗
争
」『
成
田
市
史
研
究
』
５
号
（
１
９
７
８
．
３
）
所
収
）
こ
の
こ
と
か
ら
、「
安

食
駅
時
間
表
」
は
、
明
治
35
年
若
し
く
は
、
36
年
の
12
月
11
日
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
成
田
鉄
道
「
安
食
駅
」
開
業
期
の
汽
車
の
発
着
時
刻
の
詳
細
は
、
不
明
で
し
た
の
で

注
目
さ
れ
る
発
見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
町
史
編
さ
ん
委
員
会
近
代
部
会
）

●
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

11
月
３
日
㈯
㊗

毎
年
恒
例
の
餅
ま
き
大
会
を
は
じ
め
、
様
々
な
特
別

イ
ベ
ン
ト
、
体
験
演
目
・
実
演
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

入
場
無
料
で
す
！

●
企
画
展
「
正
月
を
迎
え
る
」　

11
月
24
日
㈯
～
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

日
本
人
は
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
を
し
て
、
晴
れ
や
か
な
正
月
を
「
め
で
た
く
」、

「
穏
や
か
」
に
過
ご
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
県
内
の
正
月
飾
り
を
中
心
に
、
食
・
行

事
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●
房
総
の
む
ら
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

10
月
20
日
㈯
～
11
月
18
日
㈰

房
総
の
む
ら
や
龍
角
寺
・
北
印
旛
沼
・
龍
を
テ
ー
マ

に
描
い
た
絵
画
の
展
示
で
す
。
10
月
に
入
選
作
品
を
発

表
し
、
入
選
者
の
作
品
を
風
土
記
の
丘
資
料
館
に
展
示

し
ま
す
。

美
し
い
房
総
の
む
ら
の
景
色
や
さ
ま
ざ
ま
な
龍
の
姿

を
描
い
た
力
作
が
会
場
を
彩
り
ま
す
。
ご
家
族
み
な
さ

ん
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
縄
文
ハ
ン
タ
ー

11
月
17
日
㈯

　

縄
文
人
が
好
ん
で
狩
猟
し
た
動
物
た
ち
（
ク
マ
・
シ

カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
を
的
と
し
て
並
べ
て
、
竹
製
の

弓
矢
で
撃
ち
ま
す
。

　

原
始
・
古
代
の
狩
り
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

今月の休館日
５日㈪・12 日㈪
19 日㈪・26 日㈪

旬
の
栗
の
パ
フ
ェ
販
売

　

～
ゆ
め
テ
ラ
ス
限
定
メ
ニ
ュ
ー
～

　

食
欲
の
秋
到
来
…
！

　

旬
を
迎
え
た
栗
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
て
の
デ
ザ
ー
ト
を
堪
能
し
て
い
た
だ

き
深
ま
る
秋
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮　

　
　
　
　

10
時
～
17
時

※
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
16
時
30
分

会　

場　

ゆ
め
テ
ラ
ス

内　

容　

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
と
栗
の

　

パ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
、
ド
リ
ン
ク
付

　

き
の
飲
食
。

価　

格　

６
８
０
円
（
税
込
）

今月の休館日
５日㈪・12 日㈪
19 日㈪・26 日㈪
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相
談
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
警
察
署　


27
‐
０
１
１
０

　

印
西
警
察
署　


42
‐
０
１
１
０

よせられた善意（敬称略）

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

ふれあいプラザさかえ

６日㈫・20 日㈫・28 日㈬ 10 時～ 11 時 30 分

13 日㈫ 13 時 30 分～ 15 時

竜角寺台コミュニティーホール

２日㈮・９日㈮ 13 時 30 分～ 15 時

15 日㈭・29 日㈭ 13 時 15 分～
14 時 45 分

房総のむら

1 日㈭ 13 時 30 分～ 15 時

7 日㈬・27 日㈫ 13 時 15 分
～ 14 時 45 分

16 日㈮・19 日㈪ 10 時～ 11 時 30 分

JA とれたて産直館栄店

1 日㈭・9 日㈮・
20 日㈫・26 日㈪

14 時～ 15 時 30 分

　町内で歳末期（12 月～３月）に
地域の支え合いや助け合いなどの活
動を実施する団体に対して、12 月
１日からはじまる歳末たすけあい募
金の一部を配分（助成）します。
対象団体
　社会福祉法人、自治会、ボランテ
　ィア団体等
対象事業
　歳末期に支え合いや助け合いとな
　る活動
※独居高齢者などの居場所づくりや
　見守り活動
対象要件
・広く参加を呼びかける事業
・イベントなどの場合、参加者は原
　則として栄町民であること
・他の助成金・補助金が含まれてい
　ないこと
申請方法および申請期限
　　助成金を希望する団体は、11
　月 22 日㈭までに社会福祉協議会
　にご持参下さい。
※申請書は当会ホームぺージよりダ
　ウンロードするか社会福祉協議会
　窓口で申請書を配布します。
助成金額
　１団体あたり上限 30,000 円
※助成金の上限は、応募団体数など
　により減額する場合があります。

平成 30 年度
　　歳末たすけあい助成金

※事件・事故の発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。

栄町消費生活相談員からの
ワンポイントアドバイス

健康食品で健康被害
　健康の維持や増進を目的とする様ざまな健康食品が
販売、利用されています。錠剤やカプセルなどの形状
から医薬品を連想させるものもありますが健康食品は
あくまでも食品の一種です。
　健康食品には特定の成分が濃縮されているものが多
く、通常の食事で摂取するよりも過剰な量の成分を摂
取する可能性があります。成分によっては、健康被害
に繋がるおそれがあるので注意が必要です。
★　美容を目的とした健康食品で
　バストアップやスタイルアップなどを目的に、「プエ
ラリア、ミリフィカ」というマメ科の植物の根の部分を
原材料とする健康食品を摂取したところ、月経不順や不
正出血など、女性の生理作用に影響する被害が起きた
という情報が消費者センターなどに寄せられています。
事例１　モデルのブログを見て美容のサプリメントを
　摂取、月経不順になった。
事例 2　女性らしい体型になるという健康食品を飲ん
　でいたところ、大量の不正出血。医師に子宮内膜が
　厚くなっていると言われた。
★　薬物性肝障害を発症
　薬物性肝障害は薬の副作用の一つですが、健康食品
の摂取によっても発症することがあり、まれに重症化
する場合もあります。多くは自身の体質によるもので
すが誰にでも発症する可能性はあります。
事例　3 ヶ月ほど前から 3 種のサプリメントを摂取。
　だるさが続き、皮膚が黄色っぽくなっていたため病
　院を受診。血液検査で薬物性肝障害と診断され、1
　カ月強の入院。
　上記のように思わぬ健康被害にあう事もあります。
　医者から処方された薬を服用している方は健康食品
を購入する前に医者に相談しましょう。

町へ
　（８月 16 日～９月 15 日受付分）
○栄町ふるさと応援寄附金
　石山　孝明　　　  120,000 円
　合計（675 名 )　7,322,000 円
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今月の納付要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
12 月末日の方は、11 月１
日㈭から申請ができます。
　忘れずに更新申請をして
ください。

健康介護課 33-7709

国民健康保険税・・・５期
後期高齢者医療保険料５期

納期限　11 月 30 日㈮

　毎週土曜日に各種証明書
を交付しています。
８時 30 分～ 17 時 15 分

※ 3 日は祝日のため休止
税務課　 33-7703
住民課　 33-7704

土曜開庁 人口と世帯

人口 20,817 人（-15）
男 10,191 人　（-3）
女 10,626 人 （-12）

世帯数 8,970 世帯　（-7）

10 月１日現在（前月比）

栄町朗読奉仕会のご協力により、目の不自由な方に音声の「広
報さかえ」をお届けしています。社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（CD）

診療科目 受　付　時　間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日／ 19 時～翌朝５時 45 分
日曜日・祝日／９時～ 16 時 45 分、19 時～翌朝５時 45 分
※年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

　印旛市郡小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500
日本医科大学千葉北総病院 99-1111・成田富里徳洲会病院 93-1001
印西総合病院 33-3000
※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。
※成田赤十字病院小児救急（17 時～ 23 時）は、重患者・紹介患者のみの診療です。

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
５日㈪
13 時 30 分～ 16 時

（最終受付 15 時）

役場３階
第２会議室

総務課
 95-1111

心の相談
ほっとスペース

毎週火曜日
10 時～ 14 時

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

福祉・子ども課
 33-7707

デイケアクラブ
（事前予約）

毎週金曜日
10 時～ 14 時

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

福祉・子ども課
 33-7707

消費生活相談
13 日㈫・20 日㈫・27 日㈫
　９時 30 分～ 12 時
13 時～ 15 時（最終受付）

役場４階
第５会議室

産業課
 33-7713

教育相談 毎週火・金曜日 10 時～ 15 時
ふれあいプラザ
さかえ２階

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
14 日㈬
18 時～ 20 時

（最終受付 19 時 30 分）

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

7 日㈬・21 日㈬
13 時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

法律相談
（事前予約）

22 日㈭
13 時 30 分～ 16 時 30 分
予約／ 11 月１日㈭～

役場２階
第１会議室

社会福祉協議会
 95-1100

オレンジサロン
16 日㈮
10 時～ 12 時

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
 33-7709

無料就労相談
（予約）

15 日㈭
13 時～ 17 時

ふれあいプラザ
さかえ２階
会議室①

千葉北総地域若者
サポートステーション
 24-7880

●各種相談 ※相談日・時間など、都合により変更する場合があります。

１ 木

２ 金

３ 土
時代コスプレ大会【P.16】
ドラムの里秋の感謝祭【P.16】

４ 日 ふれプラ休館日

５ 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

６ 火
栄町子ども模擬議会【P.12】
はみがきレッスン【P.26】

７ 水
のびのび広場【P.27】
ホップステップさくらんぼ【P.27】

８ 木

９ 金 ５・６か月児モグモグ教室【P.26】

10 土
軽スポーツ教室【P.24】
町民テニス教室【P.29】

11 日

12 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

13 火 女子力アップ講座（１回目）【P.22】

14 水
イルミネーション点灯式【P.16】
パパ・ママクラス【P.26】

15 木 １歳６か月児歯科健康診査【P.26】

16 金
10・11 か月児はみがき教室【P.26】
のびのび広場・おでかけ文庫【P.27】

17 土
女子力アップ講座（２回目）【P.22】
絵本の読み聞かせ会【P.29】

18 日
パソコン教室【P.29】
栄町歴史講座①【P.29】

19 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

20 火

21 水
J アラート全国一斉情報伝達訓練【P.14】

22 木
２歳半児健康診査【P.26】
ニコニコタイム【P.27】

23 金

24 土 ふれプラ休館日

25 日

26 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

27 火 硬式テニスさざんか杯大会【P.29】

28 水
男磨き講座【P.22】
スリングヨガ【P.24】

29 木

30 金

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）
●休日の救急・夜間診療

診療科目 受　付　時　間

小児科・内科
月曜日～土曜日／ 19 時～ 22 時 45 分
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分、19 時～ 22 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

外　科
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

歯　科
祝日・振替休日（ただし日曜日は除く）／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。


